
古紙配合率１００％再生紙を使用しています

４月に開校した「すぎなみ地域大学」では、前期講座（５月～７月に開講）の受講生を募

集しています。地域活動のために必要な知識や技術を学び、仲間をひろげ、地域社会に貢献

する人材・協働の担い手として活躍してみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

――問い合わせは、すぎなみ地域大学担当�３３１２‐２３８１へ。

前
期
講
座
の
会
場
・
申
込

方
法
な
ど

　
 

①
〜
④
は
職
員
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
成
田
東
４
―　

―　

）、

３６

１３

⑤
⑥
は
杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５
―

　

―
１
） 

募
集
案
内
に
添
付
さ

２０れ
て
い
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
各
講
座
の
締
切
日
ま
で

場

申

に
す
ぎ
な
み
地
域
大
学
担
当
�
３

３
１
２
‐
２
３
８
７
へ
▽
募
集
案

内
配
布
場
所
＝
地
域
課
（
区
役
所

西
棟
七
階
）、能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
成
田
東
４
―　

―　

）、区
民
事

３６

１３

務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
、区
民
集
会
所
、

図
書
館
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す

　

各
会
場
で
は
、
地
域
大
学
に

関
す
る
質
問
や
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
輪
を

ひ
ろ
げ
る
た
め
に

　

警
察
庁
長
官
時
代
に
犯
罪
被

害
者
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
現
在

も
�
犯
罪
被
害
救
援
基
金
常
務

理
事
を
務
め
る
立
場
か
ら
、
社

会
全
体
で
の
支
援
の
必
要
性
を

熱
く
語
り
ま
す
。

　
 

５
月　

日 

午
後
２
時
〜

１１

４
時 

産
業
商
工
会
館
・
講
堂

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

） 
１９

国
松
孝
次 

一
五
〇
名

地
域
活
動
の
ス
ス
メ 

―
大
事
な
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
教
わ
っ
た

　

俳
優
業
の
か
た
わ
ら
、
長
く

携
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
か
ら
得
た
「
地
域
活
動
の

良
さ
・
重
要
性
」
を
や
さ
し
く

語
り
ま
す
。

　
 

５
月　

日 

午
後
２
時
〜

２８

時

（木）

場

師

定

時

（日）

４
時 

杉
並
公
会
堂
・
小
ホ
ー

ル
（
上
荻
１
―　

―　

） 

牟

２３

１５

田
悌
三 

二
〇
〇
名

☆

　
 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ
（
先
着
順
） 

①
要
約
筆
記

あ
り
。
託
児
希
望
者
（
１
歳
以

上
、
先
着
一
〇
名
）
は
、
各
開

催
日
の
一
〇
日
前
ま
で
に
す
ぎ

な
み
地
域
大
学
担
当
へ
②
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

場

師

定

費

申

他

▲国松　孝次

▲牟田　悌三

区役所いつでも電話サービス
杉並区コールセンター

�年中無休　午前７時～午後１１時�

�♯８８００ または３３７２‐８８００
�３３７２‐８８１０

�call@8800.city.suginami.tokyo.jp

お気軽に
ご利用ください

前　

期　

講　

座

①
地
域
活
動
入
門
講
座

　

地
域
活
動
の
専
門
家
や
実
践
者
の

経
験
談
か
ら
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ポ
イ
ン
ト
、
苦
労
・
や
り

が
い
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
 

土
曜
日
コ
ー
ス
＝
５
月　

日
〜

１３

６
月
３
日
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
２

時
〜
４
時
、
木
曜
日
コ
ー
ス
＝
５
月

　

日
〜
６
月
８
日
の
毎
週
木
曜
日
、

１８午
後
７
時
〜
９
時
（
い
ず
れ
も
計
四

回
） 

各
三
〇
名 

無
料 

申
込
締

切
＝
４
月　

日
２５

②
公
共
サ
ー
ビ
ス
起
業
コ
ー

ス
　

区
行
政
計
画
の
内
容
や
現
場
視
察

を
通
じ
て
地
域
の
課
題
を
把
握
・
確

認
し
、
起
業
に
必
要
な
知
識
・
情
報

を
学
ん
だ
後
、
企
画
提
案
の
手
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

　
 

７
月　

日
〜　

月　

日
の
原
則

２０

１１

１６

毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時　

分
〜
８

３０

時
定

費

申

時

時　

分
（
現
場
視
察
な
ど
の
場
合
を

３０
除
く
。
計
一
六
回
） 

三
〇
名 

八

〇
〇
〇
円 

申
込
締
切
＝
６
月
９
日

③
地
域
で
子
育
て
支
援
コ
ー

ス
　

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
基
礎

知
識
か
ら
、
実
習
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
た
実
践
的
知
識
・
技
術
の

修
得
、
子
育
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
づ
く
り
の
講

義
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
関
し
て
幅

広
く
学
び
ま
す
。

　
 

７
月
４
日
〜　

月　

日
の
原
則

１１

２１

毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
前　

時
〜
午

１０

後
０
時　

分
（
現
場
視
察
な
ど
の
場

３０

合
を
除
く
。
計
三
三
回
） 

三
〇
名

 

一
万
六
五
〇
〇
円 

申
込
締
切
＝

６
月
９
日

④
犯
罪
被
害
者
支
援
入
門
コ

ー
ス

　

広
く
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
（
入
門
コ
ー

定

費

申

時

定

費

申

午
後
１
時
〜
５
時
、
７
月　

日 

午

２１

後
７
時
〜
８
時　

分
、
９
月
１
日 

３０

午
後
７
時
〜
９
時
（
計
八
回
） 

二

〇
名 

三
〇
〇
〇
円 

申
込
締
切
＝

６
月
９
日

⑥
救
急
協
力
員
コ
ー
ス

　

消
防
庁
認
定
の
普
通
救
命
講
習
の

ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
操
作
講
習
な
ど
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・

技
能
を
学
び
ま
す
。

　
 

６
月
９
日 

午
後
１
時　

分
〜

３０

５
時　

分
、　

日 

午
前
９
時　

分

３０

２１

３０

〜
午
後
１
時　

分
、
７
月
６
日 

午

３０

後
６
時　

分
〜　

時　

分
、　

日 

３０

１０

３０

２２

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時　

分 

３０

３０

各
三
〇
名 

五
〇
〇
円 

申
込
締
切

＝
各
開
講
日
の
一
〇
日
前

（金）
（金）

定

費

申

時

（金）
（水）

（木）
（土）定

費

申

ス
修
了
者
を
対
象
に
、「
実
践
コ
ー

ス
」
を
別
途
開
講
し
ま
す
）。

　
 

７
月
５
日
〜
９
月　

日
の
原
則

２０

毎
週
水
曜
日
、午
後
２
時
〜
４
時（
計

一
〇
回
） 

五
〇
名 

無
料 

申
込

締
切
＝
６
月
９
日

⑤
救
急
協
力
員
指
導
者
コ
ー
ス

　

消
防
庁
認
定
の
上
級
救
命
講
習
や

応
急
手
当
普
及
員
講
習
の
ほ
か
、
講

習
指
導
者
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技

能
を
学
び
ま
す
。

　
 

６
月　

日 

、
８
月
５
日 

・

２３

６
日 

・
７
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
、
７
月　

日 

、
９
月
８
日 

１４

時

定

費

申

時

（金）

（土）

（日）

（月）
（金）

（金）

開校記念講演会開校記念講演会
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杉並区急病医療情報センター
●２４時間対応の医療情報

２４時間無休で病院・診療所の案内、急病対応の説明、小児急病相

談を行っています（通話内容は録音します。３カ月保存）。

もしも急病のときは…

●急に熱が出た…

　休日等夜間急病診療所（杉並保健

所２階）

�３３９１‐１５９９　FAX３３９１‐６０９９（まず、

電話でご相談ください）

内科、小児科、外科、耳鼻 咽  喉 科
いん こう

※受診受付は、診療終了時間の３０分前ま

でです 

▼平日夜間（小児科のみ）＝午後７

時３０分～１０時３０分

▼土曜日＝午後１時～１０時（耳鼻咽

喉科は午後５時～１０時）

  ▼日曜・祝日・年末年始＝午後５時

～１０時

　当番医

杉並区急病医療情報センターが案内

します。

�３４２３‐９９０９

内科、小児科、外科、耳鼻咽喉科

※受診受付は、診療終了時間の３０分前ま

でです 

▼土曜日（耳鼻咽喉科のみ）＝午後

１時～５時

  �日曜・祝日・年末年始＝午前９時

～午後５時

●歯が痛いときは…

　歯科休日急病診療所（杉並保健所

３階）

�３３９８‐５６６６（まず、電話でご相談

ください）

▼日曜・祝日・年末年始＝午前９時

～午後５時※受付は４時まで

　

往診は行いません。いずれも受診の

際は、健康保険証・老人医療証・そ

の他の医療証（コピー不可）を必ず

お持ちください。

� �

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
声
と
、
そ
れ
に
対
し
て
の
区

か
ら
の
回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す（
三
カ
月
に
一
度
掲
載
の
予

定
）。今
回
は
１
月
以
降
に
い
た
だ
い
た
声
の
中
か
ら
ご
紹
介
し

ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談
課
へ
。
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声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららから

　

多
く
の
方
か
ら
、
区
内
に
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
ご

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

区
立
公
園
は
狭
く
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

を
作
る
に
は
不
適
当
な
公
園
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　
　

年
度
、「
桃
井
原
っ
ぱ
広
場
」

１８
内
に
犬
の
遊
び
場（
ド
ッ
グ
ラ
ン
）

を
試
行
的
に
設
置
し
、
そ
の
有
効

性
を
検
証
す
る
予
定
で
す
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
に
は
近
隣

住
民
の
方
の
理
解
や
利
用
者
の
責

任
あ
る
主
体
的
な
管
理
運
営
な

ど
、
解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。今
後
、試
行
結
果
を
踏

ま
え
、こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、

犬
の
遊
び
場（
ド
ッ
グ
ラ
ン
）の
実

現
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
川
の 
氾
濫 
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し

は
ん
ら
ん

た
。
区
民
が
で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
始
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
区
が
設
置
費
用
を
補
助
し
、
自
宅

に
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
備
え
付
け
て
雨
水
の
流
出
を
抑

制
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

雨水貯留槽

　

区
内
に
、犬
を
自
由
に

遊
ば
せ
る
こ
と
の
で
き

る
ド
ッ
グ
ラ
ン（
犬
の
遊

び
場
）を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。

犬を放して
遊ばせる広場

　

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
は
、
都
市

型
水
害
に
お
け
る
雨
水
流
出
を
抑

制
す
る
有
効
な
方
策
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

貯
留
し
た
雨
水
を
活
用
す
る
な

ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
し
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
、
区
内
に
雨
水
貯

１８
留
槽
を
設
置
す
る
方
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
雨
水

貯
留
槽
は
、
屋
根
に
降
っ
た
雨
水

を
貯
め
る
タ
ン
ク
で
、
貯
め
た
水

は
植
木
の
水
や
り
や
庭
の
水
ま
き

に
利
用
し
た
り
、
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
は
、
消
火
用
水
や
ト
イ
レ

な
ど
の
生
活
用
水
に
も
活
用
で
き

ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、

購
入
前
に
、
区
環
境
課
環
境
都
市

推
進
担
当
�
３
３
９
８
‐
３
１
９

５
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

上
の
子
の
小
学
校
の
行
事
の

時
に
一
時
保
育
を
利
用
し
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
が
、
各

施
設
の
定
員
が
一
日
二
〜
三
人

な
の
で
競
争
で
す
。
定
員
を
増

や
し
て
く
だ
さ
い
。

子育て支援

　

毎
年
４
月
〜
６
月
こ
ろ
に
か
け
て

区
民
の
方
か
ら
カ
ラ
ス
に
威
嚇
や
攻

撃
を
受
け
た
な
ど
の
苦
情
や
相
談
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
カ
ラ
ス
の

習
性
を
理
解
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
カ
ラ
ス
被
害
の
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

◇
な
ぜ
人
を
襲
う
の
で
す
か

　

カ
ラ
ス
は
毎
年
３
月
こ
ろ
か
ら
ペ

ア
を
作
り
、
繁
殖
期
（
４
月
〜
６
月

こ
ろ
）
に
な
る
と
巣
づ
く
り
・
子
育

て
を
始
め
ま
す
。
こ
の
時
期
の
親
鳥

は
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
、
巣
や
ひ

な
に
近
づ
く
人
を
襲
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◇
な
ぜ
う
る
さ
く
鳴
く
の
で
す
か

　

カ
ラ
ス
は
２
月
〜
３
月
こ
ろ
に
か

け
て
雄
と
雌
が
ペ
ア
を
組
み
ま
す
。

こ
の
時
期
は
カ
ラ
ス
同
士
が
互
い
の

存
在
を
確
か
め
合
う
た
め
、
よ
く
鳴

き
ま
す
。
ま
た
、
５
月
〜
７
月
こ
ろ

は
巣
立
ち
の
時
期
と
な
り
、
幼
鳥
と

親
鳥
が
互
い
に
呼
び
あ
い
、
一
段
と

に
ぎ
や
か
に
鳴
き
あ
い
ま
す
。

◇
カ
ラ
ス
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
の

四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
巣
の
材
料
に
な
る
針
金
ハ
ン
ガ
ー

は
片
付
け
ま
し
ょ
う

　

都
会
の
カ
ラ
ス
の
巣
は
、
ほ
と
ん

ど
が
針
金
ハ
ン
ガ
ー
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
カ
ラ
ス
に
と
っ
て
調
達
し
や

す
い
針
金
ハ
ン
ガ
ー
は
、
使
っ
た
後

に
必
ず
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

②
巣
を
掛
け
や
す
い
枝
を
せ
ん
定
し

ま
し
ょ
う

　

カ
ラ
ス
に
は 
縄 なわ 
張 
り
が
あ
り
、
毎

ば

年
同
じ
場
所
に
巣
を
作
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
以
前
に
巣
を
作
ら
れ

た
こ
と
の
あ
る
木
は
早
め
に
せ
ん
定

を
し
ま
し
ょ
う
。

③
カ
ラ
ス
の
エ
サ
場
を
な
く
し
ま
し

ょ
う

　

都
会
の
カ
ラ
ス
に
と
っ
て
、
栄
養

豊
富
な
食
べ
物
を
簡
単
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
ご
み
の
集
積
所
は
、
格
好

の
エ
サ
場
で
す
。
ご
み
の
集
積
所
で

は
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
カ

ラ
ス
の
エ
サ
場
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

④
カ
ラ
ス
の
え
づ
け
は
や
め
ま
し
ょ

う

　

カ
ラ
ス
が
人
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

巣
を
作
り
、
人
を
襲
う
原
因
の
一
つ

に
、
カ
ラ
ス
の
え
づ
け
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
カ
ラ
ス
は
人
か
ら
エ
サ
を
も

ら
う
こ
と
で
人
を
恐
れ
な
く
な
り
、

よ
り
一
層
人
と
身
近
な
環
境
で
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
え

づ
け
は
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

行
為
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

◇
カ
ラ
ス
一
一
〇
番

　

区
は
、
人
に
危
害
を
加
え
る
お
そ

れ
の
あ
る
カ
ラ
ス
が
い
る
場
合
、
そ

の
カ
ラ
ス
を
そ
の
場
所
か
ら
遠
ざ
け

る
方
法
と
し
て
巣
の
撤
去
や
ひ
な
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
る
な
ど
の
被
害

の
ご
相
談
は
、「
カ
ラ
ス
一
一
〇
番
」

�
５
３
０
７
‐
０
６
６
５
（
環
境
課

内
直
通
電
話
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

（
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
）

１５

　

日
ご
ろ
の
心
が
け
で
カ
ラ
ス
の
被

害
は
減
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

環
境
課
生
活
環
境
担
当

問

　

一
時
保
育
は
、
利
用
定
員
が

各
二
〜
三
名
と
少
な
い
た
め
、

増
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
区
は
、　

年
９

１７

月
に
策
定
し
た
「
杉
並
区
子
ど

も
・
子
育
て
行
動
計
画
」
で
、

通
院
や
冠
婚
葬
祭
、
学
校
行
事

な
ど
の
と
き
や
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
い
と
き
に
、
保
護
者
が

短
時
間
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

場
（「
ひ
と
と
き
保
育
」
と
呼
び

ま
す
）
を
身
近
な
地
域
に
設
置

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、　

年
度
中
に
、

１８

新
た
に
四
カ
所
開
設
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
新
た
に
開
設
す

る
「
ひ
と
と
き
保
育
」
の
場
に

は
、
可
能
な
限
り
「
つ
ど
い
の

広
場
」
を
設
置
し
、
乳
幼
児
の

親
子
が
気
軽
に
集
い
、
子
育
て

相
談
な
ど
も
行
え
る
場
所
と
し

て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�３４２３‐９９０９　FAX３４２３‐９９３３

（荻窪５－２０－１）

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
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４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
の
支
給

対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
三

年
生（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
か
ら
小
学
六
年
生
（　

歳
到
達

１２

後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
所
得
制
限
も
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
新

た
に
支
給
対
象
と
な
る
方
は
、
９
月

　

日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
特
例
的

３０に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
の
翌
月
）
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
３
日
現
在
、
区
に
住
民
登
録

が
あ
る
該
当
児
童
が
い
る
世
帯
に

は
、
４
月　

日
に
ご
案
内
と
申
請
書

１３

を
郵
送
し
ま
し
た
。
ご
案
内
が
届
か

な
い
場
合
は
、
子
ど
も
医
療
・
手
当

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
４
月
１
日
現
在
小
学
四
年

生
（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
で
、
３
月　

日
ま

３１

で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
児
童

は
資
格
が
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
対
象
と
な
る
方

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

①
区
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
（
在
留

資
格
の
あ
る
外
国
人
を
含
む
。
た
だ

し
短
期
滞
在
な
ど
を
除
く
）

②
小
学
六
年
生
（　

歳
到
達
後
最
初

１２

の
年
度
末
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
こ
と
（
申
請
者
は
、
児
童
の

生
計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
方

〈
主
た
る
生
計
維
持
者
〉
で
す
）

◇
所
得
制
限

　
　

年
中
の
所
得
金
額
か
ら
Ｂ
表
の

１６
控
除
額
を
差
し
引
い
た
あ
と
の
金
額

が
、
Ａ
表
の
限
度
額
未
満
で
あ
れ
ば

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
分
以
降
の
手
当
は
、

　

年
中
の
所
得
金
額
に
よ
り
審
査
し

１７ま
す
。

◎
所
得
金
額
＝
給
与
所
得
者
＝
源
泉

徴
収
票
の
「
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
」
／
事
業
所
得
者
＝
確
定
申

告
書
の
「
所
得
金
額
」　

◎
扶
養
人
数
＝
税
法
上
の
扶
養
人
数

◇
手
当
月
額

　

第
一
子
・
第
二
子
＝
各
五
〇
〇
〇

円
／
第
三
子
以
降
＝
一
人
に
つ
き
一

万
円

◇
申
請
方
法

　

申
請
書
を
、
子
ど
も
医
療
・
手
当

係
（
区
役
所
東
棟
三
階
七
・
八
番
窓

口
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
持
参
す
る
場
合
は
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
公
益
法
人
な
ど

へ
の
派
遣
職
員
を
除
く
）。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
書
（
認
定
請
求
書
）
②
印

鑑
③
申
請
者
の
金
融
機
関
名
・
支
店

名
・
普
通
預
金
口
座
番
号
（
郵
便
局

を
除
く
）
④　

年
１
月
２
日
以
降
に

１７

杉
並
区
に
転
入
し
た
方
は
、　

年
１

１７

月
１
日
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
区
市
町

村
長
発
行
の
「　

年
度
児
童
手
当
用

１７

所
得
証
明
書
」
⑤
次
の 

〜 

の
健

康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
写
し
（
任

意
継
続
の
場
合
を
除
く
）（ 

健
康
保

険
被
保
険
者
証 

私
立
学
校
教
職
員

共
済
加
入
者
証 

全
国
土
木
建
築
国

民
健
康
保
険
組
合
員
証 

日
本
郵
政

公
社
共
済
組
合
員
証 

文
部
科
学
省

共
済
組
合
員
証〈
大
学
支
部
に
限
る
〉

 

船
員
保
険
被
保
険
者
証
）

※ 

〜 

以
外
の
健
康
保
険
の
方
で

被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
勤
務

先
発
行
の
「
年
金
加
入
証
明
書
」。

な
お
、
国
民
年
金
加
入
の
方
は
、

年
金
加
入
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

（ア）

（カ）
（ア）

（イ）（ウ）

（エ）
（オ）

（カ）
（ア）

（カ）

　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
医
療
・
手
当
係
へ
。

　

い
ず
れ
の
商
品
も
、
国
家
検
定
合
格
な
ど

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
 

あ
っ
せ
ん
期
間
＝　

年
３
月　

日 

ま

１９

３１

で 

あ
っ
せ
ん
品
の
種
類
＝
左
表
の
と
お

り
。
見
本
は
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
ま
た
は
防

災
課
（
区
役
所
西
棟
六
階
）
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
防
災
物
資
あ
っ
せ
ん
の
ご
案

内
」（
防
災
会
の
回
覧
、
区
役
所
、
区
民
事
務

所
、
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
）
や
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

①
消

火
器
・
火
災
警
報
器
＝
配
達
先
に
よ
り
業
者

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
配
達
地
域
一
覧
を
ご

確
認
の
う
え
、
直
接
各
業
者
へ
②
そ
の
他
防

災
物
資
＝
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
左
図

記
入
例
参
照
）
で
、
直
接
業
者
（
下
表
）
へ

▽
お
支
払
い
・
配
達
方
法
＝
代
金
は
商
品
引

き
換
え
の
着
払
い
。
消
火
器
・
火
災
警
報
器

は
業
者
か
ら
電
話
連
絡
の
う
え
、
お
届
け
し

時

（土）

内

申

ま
す
。
各
防
災
物
資
は
申
し
込
み
後
、
郵
送

で
送
ら
れ
ま
す 

防
災
課 

①
申
し
込
み
か

ら
配
達
ま
で
一
カ
月
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
②
配
達
先
は
区
内
に
限
り
ま
す

問

他

〈取扱業者〉
配達地域業者名区分 

井草・上井草・下井草・今川・桃井・天沼
・本天沼・善福寺・上荻・荻窪・西荻南

栃木屋商店
（〒１６７‐００５１荻窪４‐２８‐９�３３９１‐
６７６１FAX３３９３‐０１４２）

消
火
器
・
火
災
警
報
器

阿佐谷北・阿佐谷南・高円寺北・高円寺
南・梅里・成田東・成田西・宮前・南荻窪
・西荻北・清水

（有）新山防災
（〒１６６‐００１１梅里２‐９‐９�３３１３‐
８７３１FAX３３１３‐６１００）

和田・方南・和泉・堀ノ内・松ノ木・浜田
山・久我山・松庵・高井戸東・高井戸西・
上高井戸・下高井戸・永福・大宮

（有）渡辺防災設備
（〒１６８‐００６２方南１‐５１‐６�３３２２‐
８８１９FAX３３２２‐２３０３）

区内全域
東京都葛飾福祉工場杉並区防災物資
あっせん係（〒１２５‐００４２葛飾区金町
２‐８‐２０�３６０８‐３５４１FAX３６０８‐５２００）

そ
の
他

防
災
物

資

〈あっせん品の種類〉（単位：円／送料・消費税を含む）

あっせ
ん価格定価品　　目番号

６，０００１２，０００粉末消火器（１．５kg）１

消
火
器
・
火
災
警
報
器

９，０００１５，０００粉末消火器（３．０kg）２
１０，０００１８，０００強化液消火器（３．０�）３
２，０００２，５２０エアゾール式簡易消火具４

６，５００オープ
ン価格

住宅用火災警報器　煙感知用
（音と光で警報　点検スイッチ付）５

６，５００オープ
ン価格

住宅用火災警報器　熱感知用
（音と光で警報　点検スイッチ付）６

５００―Ａ　購入時の引き取り
（注１）

消火器引き
取り（１本
につき）

７
１，０００―Ｂ　引き取りのみ
４，０００６，０００粉末薬剤（１．２～１．５kg）

薬剤詰め替
え

８
５，０００７，０００粉末薬剤（１．８～２．１kg）９
６，０００８，５００粉末薬剤（３．０～３．５kg）１０
６，０００８，５００強化液薬剤（３．０�）１１
４，５３６５，６７０ＭＬ３５（２５～３５cm用）

家具転倒防
止器具（２
本組）

７４０１

そ
の
他
防
災
物
資

４，５３６５，６７０ＭＬ５０（３５～５０cm用）７４０３
４，５３６５，６７０ＭＬ８０（５０～８０cm用）７４０５
５，０４０６，３００ＭＬ１１０（８０～１１０cm用）７４０７
１，６８０２，１００家具転倒防止板（２本１組）７０５０
２，７７２３，４６５ガラス飛散防止フイルム７０３７
２，６８８３，３６０保存用ビスケット（２０パック入）２２０２

３，０２４３，７８０保存用即席乾燥もちセット（あんこ・
きなこ・いそべ）２９５７

２，２５１２，８１４アルファ－米（乾燥米）セット（白飯・
赤飯・山菜おこわ・五目ごはん）２９２６

２，１００２，６２５おかゆ缶（１０缶入）２０７２
２，０１６２，５２０スーパー保存水１．５�（８本入）２９３５
３，２２５４，０３２スーパー保存水５００�（２４本入）２９３４
１，５１２１，８９０クイックコンロ（固型燃料）４００９
２，５２０３，１５０ヘルメット（高機能ヘッドバンド搭載）７００９
３，３２６４，１５８防災ずきん（大人用）７０１１
２，４７８３，０９８防災ずきん（学童用）７１１０
１，２６０１，５７５タンスガードII（２本組）７０４５
１，２６０１，５７５耐震ガード（４枚組）７３３５
３，１９２３，９９０非常用持出袋（防災袋）８００７

４，７８４５，９８０充電式ラジオライト（携帯電話充電
器としても利用できます）３２０５

２，５２０３，１５０洋式便器用簡単トイレセット（受け
ネット・便袋１０枚）６０８８

２，１８４２，７３０簡単トイレ（収便２０枚スペア用）６１１６

３，９４８４，９３５組立式簡易トイレセット（便袋１０枚・
脱臭剤・収納袋付）６１１８

７５６９４５サバイバルブランケット（特殊素材
で優れた保温効果の毛布）６１４０

（注）１．消火器本体の耐用年数は８年ですが、中身薬剤はおおむね５
年が目安です。

地域の助けあいネットワークに登録しましょう

〈申込ハガキ記入例〉

個数あっせん品番号

１おかゆ缶２０７２

３ヘルメット７００９

①住所　〒

②氏名
③電話番号　
④商品

　
「
地
域
の
助
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
日

ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
た
地
域
の
協
力
体
制
づ

く
り
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。災
害
時
に
地
域
の

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

は
、日
ご
ろ
か
ら
自
身
の
存
在
を
地
域
の
人
た
ち

に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、い
ざ
と
い
う

時
に
速
や
か
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
方
の
情
報
は
、地
域
の
民
生
委
員

児
童
委
員
、
消
防
署
、
警
察
署
に
提
供
さ
れ
る
と

と
も
に
、希
望
が
あ
れ
ば
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
支

援
に
も
役
立
て
ま
す
。ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高

齢
者
の
方
は
、「
日
常
の
見
守
り
」
の
制
度
に
も

同
時
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。申
込
窓
口

に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
は
、地
域
の
民
生
委
員

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

高
齢
や
障
害
な
ど
で
、災
害
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
区
民
の
方（「
日
常
の
見
守
り
」

は
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、

６５

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
） 

ケ
ア　
２４

（
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
を
参
照
）、
保
健
福
祉
部
管

理
課
地
域
福
祉
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）・
保
健

福
祉
相
談
係
（
東
棟
一
階
）、
福
祉
事
務
所
（
東

�
５
３
０
６
‐
２
６
１
１
／
西
�
３
３
９
８
‐
９

１
０
４
／
南
�
３
３
３
２
‐
７
２
２
１
）、
障
害

者
福
祉
会
館
�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
へ 

ケ
ア

　

ま
た
は
保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域
福
祉
係

２４
対

申
問

防
災
物
資
の
あ
っ
せ
ん

災
害
に
備
え
て

災害時要援護者
地域支援制度

◇Ｂ表　所得金額からの控除額

８万円一律控除
２７万円勤労学生・寡婦・寡夫控除
３５万円特別寡婦控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済
等掛金控除

６万円老人扶養控除（１人につき）
５０万円老年者控除（１６年中所得のみ）

〈児童手当の所得制限〉

◇Ａ表　所得限度額（１８年４月１日現在）

厚生年金加入
者

国民年金加入者・
年金未加入者

扶養人数
（税法上）

５３２万円４６０万円０人
５７０万円４９８万円１人
６０８万円５３６万円２人
６４６万円５７４万円３人

※以下扶養人数が１人増すごとに所得制限は     
　３８万円増加します。
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杉
並
区
指
定
文
化
財

◇
立
教
女
学
院
・
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
（
一
棟
）（
久
我
山
４
‐　
２９

‐　

）
６０

　

立
教
女
学
院
・
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
は
昭
和
７
年
に 
竣  
工 
し
た
鉄

し
ゅ
ん 
こ
う

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
礼
拝
堂
で

す
。
設
計
者
は
聖
路
加
国
際
病
院
な

ど
の
設
計
を
し
た
Ｊ
・
Ⅴ
・
Ｗ
・
バ

ガ
ミ
ー
ニ
で
す
。

　

古
典
的
な
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
を
基

調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
正
面
入
口

部
に
玄
関
廊
を
設
け
、
聖
堂
内
部
に

身
廊
と
側
廊
を
設
け
た
三
廊
形
式
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
時
折
オ

ル
ガ
ン
演
奏
会
な
ど
が
催
さ
れ
、
区

民
の
方
に
も
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
院
に
は
バ
ガ
ミ
ー
ニ
に

よ
る
当
時
の
設
計
図
面
一
式
も
保
存

さ
れ
て
お
り
、
建
築
学
上
き
わ
め
て

貴
重
な
資
料
で
す
。

◇
力
石（
一
一
個
）な
ら
び
に
板
絵
着

色
力
石
持
上
図（
一
面
）…
田
端
神

社（
荻
窪
１
‐　

‐　

）

５６

１０

　

力
石
の
起
源
は
、
そ
の
年
の
豊
凶

を
占
う
石
占
の
一
種
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
若
者
た
ち

が
ふ
だ
ん
の
遊
び
や
、
神
社
の
祭
礼

の
時
に
力
石
を
担
い
で
競
い
合
い
、

力
試
し
を
し
ま
し
た
。
田
端
神
社
の

力
石
は
、
一
一
個
の
う
ち
、
大
正
６

年　

月
に
奉
納
さ
れ
た
九
個
が
、
田

１１
端
村
に
住
む
都
内
で
も
有
名
な
石
担

ぎ
の
横
綱
だ
っ
た
人
の
入
営
記
念
の

石
担
ぎ
大
会
で
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
力
石
に
は
一
部
に
朱

が
塗
ら
れ
て
い
た 
痕  
跡 
が
残
っ
て
い

こ
ん 
せ
き

て
、
奉
納
さ
れ
た
時
に
は
彫
ら
れ
た

文
字
の
す
べ
て
に
朱
が
塗
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

板
絵
着
色
力
石
持
上
図
は
、
四
五

㎝
×
三
三
㎝
の
中
型
の
絵
馬
で
、ふ

ん
ど
し
姿
で
力
石
を
持
上
げ
る
若
者

と
神
社
の
社
殿
、
鳥
居
、
地
面
に
置

か
れ
た
三
個
の
力
石
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
絵
に
は
若
者
が
力
石
を
持
上

げ
る
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
、
力
石

を
担
ぎ
上
げ
る
方
法
の
一
つ
が
明
ら

か
に
な
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

杉
並
区
登
録
文
化
財

◇
力
石
（
一
六
個
）
…
井
草
八
幡
宮

（
善
福
寺
１
‐　

‐
１
）

３３

　

井
草
八
幡
宮
の
力
石
は
、
幕
末
期

か
ら
大
正
７
年
ま
で
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
す
。『
井
草
八
幡
宮
誌
』に
は
、

そ
の
う
ち
二
つ
は
幕
末
期
に
、
紀
州

家
に
出
入
り
し
て
い
た
上
井
草
村
の

小
美
野
豊
次
郎
が
力
持
ち
で
、
殿
様

御
前
で
こ
の
石
を
担
ぎ
上
げ
た
の

で
、下
賜
せ
ら
れ
、そ
れ
を
神
社
に
奉

納
し
た
と
い
う
伝
承
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、同
誌
大
正
７
年　

月
１０

１
日
の
記
事
に
は
、
例
大
祭
の
時
に

氏
子
の
中
の
力
持
ち
が
社
前
で
石
担

ぎ
を
演
じ
そ
の
力
を
競
い
合
い
、
そ

の
際
に
用
い
た
四
つ
の
力
石
を
奉
納

し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
力
石
（
一
四
個
）
…
大
宮
八
幡
宮

（
大
宮
２
‐
３
‐
１
）

　

大
宮
八
幡
宮
の
力
石
は
、
明
治
期

か
ら
大
正
期
ま
で
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
で
す
。
一
四
個
の
う
ち
明
治　

年
４３

の
も
の
に
カ
タ
カ
ナ
で
イ
と
刻
ま

れ
、
年
代
の
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
う
ち
四
個
に
重
い
順
に
ロ
か
ら

ホ
ま
で
の
記
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
五
つ
が
同
時
期
に
一

括
で
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
同
一
人
物
が
、
年
を
追

う
ご
と
に
重
い
石
を
奉
納
し
て
い

て
、
自
己
記
録
を
更
新
す
る
度
に
力

石
を
奉
納
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

◇
中
野
村
・
高
円
寺
村
・
馬
橋
村
三

ケ
村
用
水
記
念
碑
（
一
基
）
…
成

宗
五
色
弁
財
天
（
成
田
東
５
‐　

）
２９

　

天
保　

年
（
１
８
８
０
年
）
干
ば

１３

つ
に
よ
り
水
不
足
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
三
ケ
村
に
水
を
供
給
す
る
た
め

用
水
路
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
用
水

路
は
善
福
寺
川
か
ら
一
た
ん
成
宗
弁

天
に
あ
っ
た
弁
天
池
に
落
と
さ
れ
、

区
役
所
の
東
側
を
通
り
、
馬
橋
村
・

高
円
寺
村
を
経
て
桃
園
川
に
流
れ
込

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
間
全
長
三
・

五
㎞
に
お
よ
ぶ
う
ち
、
約
半
分
が
暗

き
ょ
（
ト
ン
ネ
ル
）
で
し
た
。
こ
れ

は
江
戸
近
郊
で
は
珍
し
い
事
例
で

す
。
記
念
碑
は
こ
の
用
水
路
の
開
削

を
記
念
し
て
明
治　

年
に
建
て
ら
れ

１３

た
も
の
で
、
用
水
路
の
残
っ
て
い
な

い
今
日
で
は
、
そ
の
痕
跡
を
示
す
重

要
な
資
料
で
す
。

　
 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
財

係
問

すぎなみ学倶楽部にまずはアクセスを！
　www.suginamigaku.org

もっとすぎなみを知りたい、教えたい、語り合いたい。そんな願いをかなえるウェブサイ
ト「すぎなみ学 倶  楽  部 」が、４月２４日にオープンします。

く ら ぶ

――問い合わせは、すぎなみ地域大学担当�３３１２-２３８１へ。

▲立教女学院・聖マーガレット礼拝堂

〈１８・１９年度　体育指導委員〉
住　　所氏    名

上井草１丁目相原　みどり
堀ノ内１丁目飯島　典子
浜田山２丁目池上　太郎
阿佐谷南１丁目市村　裕子
成田東５丁目伊藤　希美子
松ノ木２丁目伊藤　恒夫
成田東３丁目今川　勉
桃井１丁目岩崎　英邦
和田１丁目植村　栄一
上井草１丁目内田　真澄
善福寺４丁目卜部　禎生
成田東２丁目小張　賀寿美
永福３丁目庄子　和華子
阿佐谷北３丁目竹内　律子
久我山４丁目永井　由紀
高円寺南４丁目中澤　利雄
久我山３丁目中島　正博
桃井１丁目中村　香織
桃井１丁目花井　よしみ
清水３丁目星野　裕介
上荻３丁目水野　宏
上井草１丁目渡邉　ひろこ

　スポーツによる地域づくり
に取り組む体育指導委員（下
表）は、地域の皆さんの自主
的なスポーツ・レクリエーショ
ン活動を推進するために、様々
なスポーツ活動や支援を行い
ます。スポーツに関する身近な
相談窓口として、助言や案内を
しますので、お気軽にご相談く
ださい。
　 社会教育スポーツ課社会
体育係
問

◇地域スポーツ推進隊◇ 
１８・１９年度

体育指導委員が
決まりました

�板絵着色力石
　持上図

すぎなみ学倶楽部運営委員長

　　　　　　　松田　輝雄

『「倶楽部」へどうぞ』

元ＮＨＫアナウンサー・区内在住

　区は、区民１人ひとりが地域への愛着を深め、誇りを持って住み続けたい地域と思
えるように、杉並のまちの個性や文化などを「杉並の魅力」として内外に発信してい
く「すぎなみの輝き度向上」に取り組んでいます。
　「すぎなみ学倶楽部」は、この取り組みの１つとして「杉並大好き」という人たち
に参加していただき、様々な地域の魅力を掘り下げ、情報を共有し発信していきます。

�ネットですぎなみを訪ねる…
　すぎなみの魅力を再発見できる、多彩な
コンテンツがいよいよスタートします。
�ネットですぎなみを知る…
　あなたの知りたいすぎなみが、きっと見
つかります。
　そして、もっと知りたいことをお知らせ
ください。
�ネットですぎなみを育てる…
　すぎなみとともに育まれ、集まった知識
たちは区の財産です。
　ぜひ、あなたの「輝き」もコンテンツの
１つに加えてください。

▲コンテンツの中にはこのような
　古い写真も

▼力石

ネネッットトでですすぎぎななみみのの魅魅力力をを再再発発見見��ネットですぎなみの魅力を再発見ネットですぎなみの魅力を再発見��

　あなたは、自分がいま住
んでいる杉並をあちこち歩
いたことがありますか。こ
の街が好きだろうか、喜び
を感じるだろうか、知って
るだろうか。
　そんな事を考えた時こ
そ、新しい発見が有るはず
です。パソコンを使って自
宅から、すぎなみ学倶楽部
を探してください。
　ここには、この街を作っ
てきた大勢の人がいます、
みんな違う歴史のなかで多

くのものを残してくれまし
た。まつりも自然も季節の
息をしながら喜びを語って
いるはずです。東西に走る
電車やバスから新しい杉並
の物語を知りましょう。文
字も写真も絵も心も伝えま
す。しかも、皆さんが参加
して製作するのです。
　すぎなみ学倶楽部を一緒
に、創って行きましょう。

▲新しい発見がここに

　

年
度
杉
並
区
指
定
・
登
録
文
化
財

１７ 決
ま
り
ま
し
た
�

HP
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こ
の
制
度
は
、防
犯
や
教
育
、介
護

な
ど
、
区
民
の
暮
ら
し
の
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
）

の
視
点
か
ら
事
業
提
案
を
し
て
い
た

だ
き
、
区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
協
働
し
て

行
う
こ
と
で
よ
り
効
果
の
高
ま
る
事

業
を
選
定
し
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
提
案
団
体

と
区
が
対
等
な
立
場
で
実
施
方
法
や

実
施
計
画
な
ど
を
協
議
検
討
し
、
翌

年
度
に
実
施
し
ま
す
。

応
募
方
法

◇
募
集
期
間

　

５
月　

日 

〜
６
月　

日 

（
消

１９

３０

印
有
効
）

◇
応
募
資
格

　

現
に
活
動
実
績
が
あ
る
非
営
利
活

動
団
体
で
、
別
に
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
も
の

◇
応
募
方
法

　

「
協
働
事
業
企
画
提
案
書
」
に
、

別
に
定
め
る
必
要
書
類
を
添
付
し

て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
募
集
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
区
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
募
集
要
領
」
と

　
「
協
働
事
業
企
画
提
案
書（
様
式
）」

　

を
掲
載
し
ま
す
。

◇
審
査
な
ど

　

提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
第
一
次
審

（金）

（金）

査
（
書
類
審
査
）、
第
二
次
審
査
（
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
経
て

協
働
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
提
案
を
選

定
し
ま
す
。
審
査
は
、「
杉
並
区
協
働

推
進
委
員
会
」（
学
識
経
験
者
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
関
係
者
な
ど
で
構
成
）
が
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
選
定
さ
れ
た
企
画
提
案
に

対
し
、
三
〇
万
円
の
報
奨
金
（
企
画

提
案
料
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

協
働
事
業
提
案
募
集
の
詳
細
は
、

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

地
域
課
協
働
推
進
担
当
�

５
３
０
７
‐
０
６
８
１
�c

h
iik
in
p

o
-t@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

す
ぎ
な
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン

タ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

す
ぎ
な
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
協
働
事
業
の
提
案
な
ど
に
関

す
る
相
談
も
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
５
・
６
月
に
は
、
提
案
の
際

に
参
考
と
な
る
各
種
講
座
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
に
つ

い
て
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

す
ぎ
な
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

阿
佐
谷

４７

１７

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
四
階
�
３
３
１

４
‐
７
２
６
０ 

h
ttp
://w
w
w
.n

p
o
s
u
g
in
a
m
i.jp
/

）

申

問

問

HP

昨
年
選
定
さ
れ
た
事
業
が 

　

年
度
に
実
施
さ
れ
ま
す

１８◇
地
域
に
広
げ
よ
う
！
子
ど
も
た
ち

と
芸
術
家
と
の
出
会
い
の
場
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
子
ど
も
文
化
Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｍ
・

Ａ
・
Ｔ
）

　

杉
並
公
会
堂
の
新
規
オ
ー
プ
ン
を

機
に
、
区
や
舞
台
芸
術
関
係
団
体
な

ど
と
協
働
し
て
、「
芸
術
家
と
子
ど
も

た
ち
の
出
会
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

◇
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル（
伝
達
手
段
）と
し
て
の
�
Ｉ
Ｔ
�を

活
用
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
モ
デ
ル
事
業

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

小
・
中
学
校
各
一
校
を
対
象
に
、

電
子
会
議
室
・
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
、
仕
組
み
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト

（
形
式
）
化
を
図
る
。

◇
小
・
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
」

へ
の
授
業
協
力
〜
国
際
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
人
間
づ
く
り
を
め
ざ
す

教
育
の
推
進
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を 
活 
か
す
会
）

い

　

小
・
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
」

の
中
で
、
シ
ニ
ア
の
職
業
・
人
生
体

験
を
活
か
し
、デ
ィ
ベ
ー
ト（
討
論
）、

実
験
、
制
作
な
ど
の
新
し
い
方
法
に

よ
る
講
座
を
実
施
す
る
。

　

区
で
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
環

境
に
配
慮
し
つ
つ
事
業
の
発
展
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
ま
た
は
そ
の
他
の
環
境
管

理
シ
ス
テ
ム（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

、
２１

エ
コ
ス
テ
ー
ジ
）
の
認
証
取
得
を
志

す
事
業
者
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　

５
月
８
日
�
〜　

日
�
で
す
。
申

３１

請
件
数
が
予
算
の
範
囲
を
超
え
る
場

合
は
抽
選
で
す
。
申
請
件
数
が
予
定

に
満
た
な
い
場
合
は
、
受
付
期
間
を

過
ぎ
て
も
受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

補
助
額

○１
 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
＝
補
助
対
象

経
費
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

（
限
度
額
一
〇
〇
万
円
。件
数
三
件
）

○２
 

そ
の
他
の
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
＝

補
助
対
象
経
費
の
範
囲
内
（
限
度
額

五
万
円
。
五
件
）

補
助
を
受
け
る
こ
と
が 

で
き
る
方

　

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
事
業
者
の
方

①
区
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
次
の

事
業
者
の
方
＝
中
小
企
業
基
本
法
第

２
条
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
、
中

小
企
業
者
の
団
体
で
あ
っ
て
法
人
格

を
有
す
る
者
ま
た
は
そ
の
他
、
区
長

が
特
に
認
め
る
者

②　

年
２
月
末
日
ま
で
に
、
次
の
環

１９
境
管
理
シ
ス
テ
ム
の
認
証
取
得
が
確

実
に
見
込
ま
れ
る
事
業
者
の
方
＝
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
、
そ
の
他
の
環
境

管
理
シ
ス
テ
ム

③
交
付
申
請
時
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
等
の
認
証
を
既
に
取
得
し
て
い

な
い
事
業
者
の
方

④
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
過
去
に
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
事
業

者
の
方

補
助
対
象
経
費

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
等
の
認
証
取

得
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
４
月
１

日
以
降
に
支
出
し
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
次
の
経
費
（
消
費
税
等
相
当
額

を
含
む
）

　■
 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
指
導
経
費

　■
 

認
証
取
得
の
た
め
の
審
査
費
用

　■
 

内
部
監
査
員
養
成
研
修
費

　■
 

関
連
事
務
費
な
ど
（
印
刷
費
・
図

書
費
な
ど
）

　
 

事
前
に
環
境
課
計
画
担
当
に
必

要
書
類
を
確
認
の
う
え
、直
接
、同
担

当（
区
役
所
西
棟
七
階
）へ
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・
メ
ー
ル
な
ど

で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
） 

詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
規
格
＝
�

日
本
規
格
協
会 

h
ttp
://w
w
w
.j

s
a
.o
r.jp
/

▽
審
査
登
録
機
関
＝
�

日
本
適
合
性
認
定
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
）

 

h
ttp
://w
w
w
.ja
b
.o
r.jp
/

▽

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

＝
�
地
球
環
境

２１

戦
略
研
究
機
構
持
続
性
セ
ン
タ
ー 

h
ttp
://w
w
w
.e
a２１
.jp
/

▽
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
杉
並
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協

議
会
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

地
域
事
務

２１

局
東
京
中
央 

h
ttp
://w
w
w
.e
c

o
-a
c
tio
n２１
-to
k
y
o
.c
o
m
/

▽

エ
コ
ス
テ
ー
ジ
＝
有
限
責
任
中
間
法

人
エ
コ
ス
テ
ー
ジ
協
会 

h
ttp
://

w
w
w
.e
c
o
s
ta
g
e
.o
rg
/ 　

申

他

HP

HP

HP

HP

HP

環
境
経
営
を
目
指
す
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
等
認
証
取
得
補
助
事
業

〈協働事業実施までの予定〉

日　程内　容

５月１９日（金）～６月３０日（金）募集期間

５月１８日（木）午後２時～
　　１９日（金）午後６時３０分～

公募説明会（すぎなみ
NPO支援センター）
どちらかにご参加くだ
さい

６月３０日（金）募集締め切り

８月上旬第１次審査（書類審査）

８月下旬
第２次審査（公開プレゼ
ンテーション、区役所中
棟６階第４会議室）

９月中旬最終選定

９月下旬ＮＰＯ等と区所管課と
の協議開始

１９年４月以降協働事業実施

※スケジュールは、確定次第、区ホームページなどに掲載
します。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
計
画
担
当
へ
。

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

●健康体操／トリムクラブ　 水曜日午後１時～３
時 高井戸地域区民センター 入会金２０００円、３カ月
６０００円前納 大森�３３３３-８５９６ 中高年を対象とした
やさしい体操です
●フラダンス／杉並イリマフラグループ　 第２・
３・４木曜日午前１０時～、午後１時３０分～ 松ノ木２
丁目第三集会室 入会金１０００円、月１５００円 小泉�・
FAX３３１１-１７４９ 曲に合わせて楽しく体を動かしてみま
せんか
●ストレッチ体操／ストレッチすみれ　 第１・３土
曜日午後１時～３時 荻窪体育館 入会金１０００円、月
２０００円無料体験有 小池�３３９１-０２４６（午後６時以降）
 無理のないストレッチを楽しんでいる中高年です
●ホットヒーリング教室＝親子もＯＫ　 第１・３金
曜日２時か３時か４時～５０分間 清沓中通会議室 
入会金１０００円、１回１０００円、３回２５００円（子ども１回５００
円） 佐藤�３３３８-６３６３FAX３３１０-８６４９ アロマと紅茶も
楽しみ４人から開講。出張も相談可能
●社交ダンス／ボールルームフレンズ・Ｇ＆Ｌ（フリ
ーダンス）　 月曜日午後６時～８時４０分 永福和泉
地域区民センター２階 １回５００円 下林�５３４０-
８２３６ 初めての方もお気軽にどうぞ

時

場 費

問 他

時

場

費 問

他

時

場 費

問

他

時

場 費

問 他

時 場

費 問
他

●ゲートボール／遊遊倶楽部　 月～金曜日午前９
時～正午 高齢者ゲートボール場 無料 高橋�
３３９２-１３７５ 初心者大歓迎。適度な運動で健康維持
●フラダンス／プルメリア　 第２・４水曜日午後１
時３０分～４時 上高井戸区民集会所 月２５００円 林
�・FAX３３３３-５５３５ 初めての方歓迎です。楽しく踊りま
しょう
●ゆったりキレイに／ビージャ、ヨーガ　 第２木曜
午前、第４水曜午後、第２・４月曜夜間 西荻地域区民
センター 入会金３０００円（テキスト代含）１回１０００円
 田嶋�０９０-９８５４-２１６９ ご一緒に楽しみましょう。
どなたでも大歓迎
●フラダンス／フラ・ポーアイ・モアナ　 火曜日午
前１０時～１１時１５分ほか（月４回） 八成区民集会所、井
草地域区民センターなど 入会金３０００円、月５０００円 
上島�３３９６-６８６０、�３３９４-８４０２ 本格的なフラダンス
を学ぶ楽しいサークルです
●ヨガ／杉の子ヨガの会　 第１～３土曜日午前９
時～１１時 荻窪体育館 入会金１０００円、月２４００円 
松本�５３９７-０３５４ 体の中から浄化し、病気知らず
●健康体操・呼吸法・リンパマッサージ・自彊術／自
彊術健康の会（阿佐谷教室）　 月・火・金曜日午前１０
時～正午、午後１時～３時（月４回） 阿佐谷地域区民
センター 入会金２０００円、月２０００円 広島�・FAX３３３９-

時

場 費 問
他

時

場 費 問

他

時

場

費

問 他

時

場

費 問

他

時

場 費 問

他

時

場

費 問

６５２８ 初心者講座１回６００円
●ヨガ／やさしいストレッチヨガ　 水曜日午後１
時３０分～（月３回） 主に浜田山会議室 月２５００円 
酒井�・FAX５９３２-３２２３ 老若男女問いません。初心者の
方もお気軽に
●ストレッチ他／カラダを変える！体芯力　 金曜
日午前１０時１５分～１１時４５分 荻窪地域区民センター
 入会金１０００円、１回２０００円 金田�０９０-８３４５-６６９６
 あなただけの体の調整法をみつけましょう
●体操自彊術健康の会（本天沼区民集会所）　 金曜
日午後２時～３時３０分 本天沼区民集会所 入会金
２０００円、月２０００円 宮�３３９３-０２９２（夜間） 血流が良
くなり、元気になる体操です
●ソフトボール／サンデーズ　 日曜日（月２回） 
区内中学校校庭 入会金無、月５００円 桑原�３３１３-
４６１８ 初・中級者向け。男女混合チームです
●ダンスサークル／ダンス塾　 金曜日午後３時３０
分～５時３０分 八成区民集会所 入会金１０００円、月
５０００円 石田�３３９５-２９８８ 内容の濃い中級レベルの
レッスンです
●社交ダンス／エーゲ海　 水曜日午後６時３０分～
８時３０分 高井戸地域区民センター 入会金無、月
３５００円 赤松�・FAX３３２９-９０５５ 年齢不問。初心・中級
者募集
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待っています待っています��市民活動の力を市民活動の力を

ＮＰＯ等からのＮＰＯ等からの
協働事業提案を　　協働事業提案を

募集します　　　　　募集します

　６面から続く
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正午 主に荻窪地域区民センター 入会金１０００円、月
４０００円 田中�・FAX３３１７-１５９８ 歌うのが大好きな方、
大歓迎
●ハンドベル演奏を楽しむ会／シュガープラム　 
火曜日午後１時～４時 セシオン杉並 正会員月
４０００円、見学および１日体験無料 戸部�・FAX３３２８-
５２７８、村上�・FAX３９７３-６８２６ 多少楽譜のわかる方、ま
たは経験のある方歓迎
●音楽サークル／ハローミュージック　 火曜日午
後１時～３時 杉並障害者福祉会館 月５００円 佐
藤�・FAX３３３２-６０３０ 女性ボーカル歓迎。障害者バンド
に関心の方
●合唱／杉並女声合唱団　 水曜日午前１０時～午後
１時 荻窪地域区民センターほか 入会金１０００円、月
５０００円 福山�５９３８-７０１３ １２月に日本合唱曲の依頼
演奏会に出演練習開始
●混声合唱団／コール・アーベント　 金曜日午後６
時３０分～８時５０分 主に阿佐ケ谷中学校 月３０００円
 秋山�・FAX３３７０-１９９８ 中高年者歓迎。合唱の好きな
方。見学自由
●さんあい杉並スイングノーツ　ジャズバンド　 
第２・４火曜日午後６時～９時 西荻地域区民センタ
ー １回１７００円 内野�・FAX３３９１-３７４５ 多少経験
者。トランペット＆ピアノほか管楽器
●世界の歌　ドナドナ・旅愁等／ラムール会　 第
１・３木曜日午前１０時～正午 セシオン杉並 参加時
に１０００円のみ 河原地�３３２９-２４３９ 講師は東京芸大
卒。本・無料プリント配布
●ハワイアンソングを歌う会　 水曜日午後７時～
８時３０分（月１回） 荻窪地域区民センター 入会金
１０００円、１回１０００円 山本�３３９８-２０１１ 本場指向の
ハワイアンを楽しく歌いませんか
●オペラ練習と演奏／オペラ・ミーチ　 定期練習月
２回土曜日午前１０時～午後１時ほか自主練習有り 
主にセシオン杉並 月５０００円 中尾�５９３０-２１７２ 
初心者歓迎。ソリストで可

＊＊＊音楽（邦楽、詩吟・謡曲含む）
●大正琴／彩朱会　 第１・３木曜日午前１０時～正午
 主に荻窪地域区民センター 月３０００円ほか雑費あ
り 宮 �３３９８-７６１９ 初心者大歓迎
●歌謡、民謡入漢詩・和歌の吟詠／清心吟道会　 第
２・４土曜日午前１０時～正午 永福和泉地域区民セン
ター 入会金１０００円、月１５００円 井上�３３１８-９５４８ 
初心者大歓迎、気分爽快、心身が若返ります
●大正琴／中之島流琴景会　 第２・４月曜日午前１０
時～正午または午後１時～３時 主に阿佐谷会議室
 入会金２０００円、月３５００円 青野�３３９９-４８３０ 初心
者大歓迎
●演歌の教室／井草ゆりの会　 第１・３金曜日午後
１時～４時 井草地域区民センター 入会金１０００円、
月３５００円 杉田�・FAX３３９９-８０３３ 初心者大歓迎

＊＊＊学習・その他
●小中学生科学実験教室／サイエンスホッパーズ　
 月１回土曜日午前１０時～正午 主に杉並第ニ小学
校、西田小学校、科学館 １回３００円～７００円程度（年間
登録３００円） 藤井�・FAX３３９３-７８８９ 小４～中３対象。
専門講師による楽しい教室
●野外自然観察／みかんの会　 主に日曜日・月１回
 関東の野山・公園 年２０００円 津田�０９０-１４２７-
６９６１ 主に植物の観察をします
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＊＊＊室内遊戯・手品
●囲碁／金曜囲碁クラブ　 金曜日午後１時～５時
 上高井戸区民集会所 月１０００円 隈井�・FAX３３２９-
９５７２ 初心者も歓迎
●囲碁同好会／高井戸小天狗クラブ　 水曜日午後
１時～５時（第５週は除く） 高井戸地域区民センタ
ー 月２０００円 電話または直接会場へお越しくださ
い（新井�３３２８-３６９３） 見学歓迎

●太極拳／若葉太極拳　 月曜日午前９時～１１時（月
４回） 下高井戸区民集会所 入会金無、月２５００円 
山上�・FAX３３２５-６５７９ 中高年、初心者大歓迎。中国の
先生が指導します
●太極拳なごみ会　 月曜日午後 東田小学校 入
会金２０００円、月２０００円 高保�０９０-９３６９-９７６９ 健康
効果のある中国の体操と太極拳を通して皆さんと交友
を深めています。初心者大歓迎
●中瀬ストレッチダンス教室　 火曜日午後７時～
９時 桃井第五小学校体育館 入会金２０００円、月４０００
円 須藤�３３９０-９８９８ 初歩から少人数で楽しくやっ
ています
●ソフトボール／倶楽部ドルフィンズ　 土・日曜
日、祝日午後１時～４時（月２回） 富士見丘中学校、
西宮中学校 入会金１０００円、年会費３０００円、保険１５００
円 工藤�・FAX３３９２-０９０９ 初心者大歓迎。区内在住ま
たは在勤者に限る
●スポーツダンス／ミドリ会　 木曜日午後７時～
９時 方南児童館 入会金１０００円、月３０００円 芳野
�０９０-７１９５-２２５７ 男女プロの先生が基礎を重点指
導。見学大歓迎
●フラ　ハイビスカス　 木曜日午前１０時～正午 
下高井戸区民集会所 入会金１０００円、月３０００円 井上
�・FAX５９３２-２３５２ 初心者大歓迎
●エアロビクス／杉並エアロビクスサークル　 月
曜日午後７時～８時３０分 荻窪体育館、高円寺体育館
 入会金１０００円、月２０００円 松本�０９０-９８０７-６６４９ 
経験、年齢、性別問わず、どなたでも大歓迎です
●フラダンス／フラ・プア・リコ・アロアロ　 水曜
日午後１時３０分～３時３０分 ミハタホール（上高井戸
１丁目） 入会金１０００円、月５０００円 本田�・FAX３３０２-
０５４２ 初心者大歓迎
●ヨガと呼吸法／山百合の会　 月曜日午前１０時～
１１時３０分 清沓中通会議室 月３０００円 板垣�・
FAX３３９６-９７４１ 初心者歓迎
●ハイキングからヒマラヤまで／杉並山の会　 例
会（原則）第４水曜日午後７時～９時 阿佐谷地域区
民センター 入会金５００円、月５００円、ほかに山岳保険
 加藤�３３１７-０２３５ 初心者歓迎。用具や技術をやさ
しく指導します
●パドルテニス／ピーチＰＴＣ　 水曜日午後１時
～３時 大宮前体育館 入会金１０００円、月５００円 江
口�３３１１-０９２０ 初心者歓迎コーチの指導あり。適度
の運動で日焼けなし。お気軽にどうぞ
●社交ダンス／キリンダンスサークル　 水曜日午
後１時～３時 和田会議室 入会金１０００円、月３５００円
 佐藤�３３８２-３９９６ これからダンスを覚えたい人、
踊れるようにします
●健康の為楽しく泳ぐ中高年の教室／ゆうゆう会　
 木曜日午前１１時～午後１時 高井戸温水プール 
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入会金３０００円、１回１０００円（３カ月前納） 高野�
３３３３-９０１５、酒井３３２４-９８７１ ５５歳以上の健康な男女
●水泳教室／すいようかい　 金曜日午後１時～３
時 杉並第十小学校温水プール 入会金１０００円、月
３４００円 下払（シモハライ）�・FAX３３８０-２７５７（午後８時
以降） 初級・中級。楽に泳げるように指導します
●卓球／きさらぎ会　 主に火・木曜日。月４回各２
時間 高井戸地域区民センター、荻窪地域区民センタ
ーなど 入会金１０００円、月１５００円 吉田�・FAX３３３２-
６６３４（午後９時まで） 初心者（１年以内）のみの募集
とします
●気功と太極拳／帰山気功太極拳　 第１・２・４水
曜日午前１１時～午後１時（月３回） 荻窪体育館 月
２０００円、１日体験５００円 帰山�・FAX３３９８-４４８１ 老若
男女どなたでも気軽にできます
●水中運動・水泳教室／シーホース　 火曜日午後１
時～３時 高井戸温水プール 入会金１０００円、３カ月
９０００円 山本�３３１６-１９２６ 笑顔で中高年の健康維持
を
●硬式テニス中級程度／ヘルシーテニスクラブ　 
土・日曜日、祝日午前・午後 区営コートほか 参加都
度１枠ごと３００円～ 千秋�・FAX３３２５-５７４８（午後８時
～１１時に） 品格、協調性、基礎力のある誠実な４０～５０
代くらいの方
●中高年の健康法として気功・太極拳麻実会　 金曜
日午前１０時～１１時 阿佐谷地域区民センター 入会
金１０００円、月２０００円 佐久間�３３３８-６５０４（午後６時以
降 １週間に１時間、体を動かしてみませんか
●水泳教室／楽泳会　 火曜日午前１１時～午後１時
 高井戸温水プール 入会金３０００円、３カ月１万円
 川原�３３３３-８４７０ 初心者大歓迎。音楽に合わせて
水中運動など
●ストレッチ＆リズムダンス／ドゥリーム　 月曜
日午前中（月４回） 主にセシオン杉並 入会金１０００
円、月２０００円 鈴木�３３１７-６１５７ 体験・託児あり。楽
しく体操・健康づくり
●井上ケイのハワイアンダンス　 月曜日午前１０時
～１１時３０分（月４回） 井草地域区民センター 入会
金１０００円、月４０００円 四分一（シブイチ）�５９３２-７０４４
 音楽に合わせて体を動かしてみませんか
●太極拳／杉並太極拳クラブ　 水曜日午前１１時～
午後０時３０分（月４回） 西荻地域区民センター、上井
草スポーツセンター 入会金２０００円、月２０００円 舟橋
�３３９９-８０７６ 初心者大歓迎。楊名時健康太極拳
●気功を取り入れた健康体操／気功くじゃくの会　
 第２～４月曜日午後７時～９時（月２回） 永福和
泉地域区民センター 入会金１５００円、月１５００円 西村
�３３２８-５０６４ 講師＝粕谷泰右先生指導力抜群。初心
者大歓迎
●気功・太極拳／ぶどうの会　 第１～３月曜日午後
６時３０分～８時 阿佐谷地域区民センター 入会金
１０００円、月２０００円 斉藤�３３９８-６５２８ 指導者＝天野
博之先生。初心者大歓迎
●杉並グラウンド・ゴルフ愛好会　 第２・４火曜日
午前９時～１１時（冬は午後） 上井草スポーツセンタ
ー 入会金５００円、月５００円 藤平�３２４７-５０１０ 初心
者歓迎。簡単ですぐ楽しめるゲームです
●自彊術健康の会（マイタウン集会所）　 水・木・土
曜日のいずれか週１回午前１０時～１１時３０分 マイタ
ウン集会所（阿佐谷南３丁目） 入会金２０００円、月２５００
円 深谷�３３９０-７９６１ 血流を良くし、全身を整え、元
気になる体操です
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【掲載対象】
　地域で自主的に行われている生涯学習・文化・
芸術・スポーツなどの同好会活動で、広く一般区
民を対象として会員の募集を目的とする情報。
※つぎのようなものは掲載できません。
�主な活動場所が杉並区外のもの（登山・ハイキ
ングなど活動の性質上やむをえないものを除
く）

�活動内容が政治・宗教活動であるもの
�営利を目的とするもの
�講師などが主催して月謝をとる教室の生徒募集
�掲載申し込み者と講師が同じもの
�団体の事業、社会貢献・ボランティア活動、Ｎ

ＰＯの活動（これらは同好会ではありませんの
で、「なかま集まれ」の趣旨とは異なるため）

�多額の費用を必要とするもの（掲載申し込みの
受付時に、確認をさせていただく場合がありま
す）

�売名行為と考えられるもの
�特定の個人または団体を 誹  謗 ・中傷するもの

ひ ぼ う

�その他公序良俗に反することなど、区が不適当
と判断したもの 

【申込方法】
　所定の申込書に記入の上、郵送またはファクス
でお申し込みください。申込書は、社会教育セン
ター（梅里１‐２２‐３２）、広報課（区役所東棟5階）
にあります。また、区ホームページからも取り出
せます。
　なお、掲載内容が「スポーツ（ダンス・健康的
運動を含む）」の場合と、「生涯学習・文化・芸術・
その他」の場合とでは申し込み先が異なりますの
でご注意ください。（右記参照）

【掲載時期】
　申し込みの先着順に掲載しますので、掲載時期
の指定はできません。また、掲載は原則として暦
年（１月～１２月までの間）１回とします。
【その他】
　掲載した内容は、区ホームページ上で、「広報す
ぎなみ」インターネット版や生涯学習情報として転
載されますので、ご了解の上お申し込みください。

「なかま集まれコーナー」へ掲載を希望する方へ（掲載申込方法のご案内）

「生涯学習・芸術・文化・その他」「生涯学習・芸術・文化・その他」
…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里
１‐２２‐３２１‐２２‐３２��３３１７‐６６２１３３１７‐６６２１FAX３３１７‐６６２０３３１７‐６６２０））
「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」
…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・
電話は区役所あて・電話は区役所あて・FAX５３０７‐０６９３５３０７‐０６９３））

【掲載の申込み・問合せ】

４月１日から掲載対象が変わりま
した。確認のうえ掲載申し込みを
してください。



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院・サミットストア・コープとうきょう・ファミリーマート・サーク
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＊＊＊語学
●中国語会話／星海会（シンハイカイ）　 日曜日（月
３回）午後２時～４時 主にセシオン杉並 月５０００円
 白川�３３１５-２７４２（夜間のみ） 初級を終わった方大
歓迎
●スペイン語会話／フェベス　 第１・３木曜日午後
６時３０分～８時３０分 主にあんさんぶる荻窪 月
３５００円 草間�・FAX３３３０-７９７０ メキシコ女性講師。Ｎ
ＨＫラジオ入門終了程度
●英会話／パステル　 月３回木曜日午後１時～２
時３０分 主に久我山会館 入会金２０００円、月５０００円
 森本�０９０-６１６３-６１３２
●英語／英語トレーニング会　 初級・初中級＝木曜
日午後（各２時間）、中級＝火曜日午後１時１０分～４時
１０分 佐藤宅（浜田山１丁目） 入会金１０００円、会費
１１００円／１回、各回支払 佐藤�０９０-８３３０-９６８９ 読
む・聞く・話すで脳が疲れるほど英語漬け
●英語を歌で楽しむ会　 第１・３木曜日午前１１時４５
分～午後０時３５分 山本スタジオ（荻窪３-３９- ２・荻
窪体育館近く） 入会金１０００円、１回８００円、３回で
２０００円 青木�・FAX５３４７-７８６８ 講師はミュージカル
経験も有り
●スペイン語／Ｅｌ ｙ Ｌａ（エルイラ）の会　 火
曜日午後７時～９時 杉並第十小学校 入会金３０００
円、当分の間１回１０００円 川田�3311-７８56 基礎中
の基礎のため初心者のみ
●英会話／Ａ．Ｅ．Ｃ．　 木曜日午前１０時１５分～１１
時４５分（月４回） 八成区民集会所 入会金１０００円、月
６０００円 呉羽�・FAX３３９４-８４０２ 経験豊かなアメリカ
人講師。楽しく学べます
●韓国語会話初級／（金貞�先生）　 ①第２・４火曜
日午後７時～８時３０分②第１・３土曜日午後３時～４
時３０分 韓国家庭料理「まな」（阿佐谷北２-１- ７） 
月４０００円（月２回） 夜＝韓国家庭料理「まな」担当そ
ね�３３３９-８４１１、昼＝ 宣恵（ペー・ソネ）�０４２２-５５-９３９３
●英会話／フレンドリー　 水曜日、初級＝午前９時
３０分～１１時、中級＝午後１時～２時３０分 久我山会館
 月６０００円 �・FAX３３９４-８６７６ 日・米両講師が実際
に役立つ会話を指導

＊＊＊文芸
●俳句／花水木会　 第２水曜日午後１時～５時 
高井戸地域区民センター 入会金１０００円、月１５００円 
小坂�５９３６-１２８４ 四季折々の想いを詠んでみません
か
●俳句／塔句会　 毎月最終金曜日午後１時～５時
 主に西荻地域区民センター 月１０００円 長谷川�
３３３３-９０９０ 発足３年、和気あいあいと学ぶ、初心者大
歓迎
●杉並文芸クラブ　 第１・３木曜日午前１０時～正午
 主に西荻地域区民センター 月２５００円 山田義範
�・FAX３３３１-０８５８ 随筆の執筆と添削、講評を通じ楽し
さを体得
●俳句／若草会　 第２・４火曜日午後１時３０分～４
時 ゆうゆう永福館 月６００円 中津�３３２８-２３９６ 
初心者大歓迎

＊＊＊手芸・料理
●ハーブ＆ポプリの会　 第１日曜日午後１時３０分
～４時ころまで 永福和泉地域区民センター 月
３０００円、教材費含む 遠藤�３３２７-８７６８ 毎回いろい
ろ品を作ったり（年１回料理）、楽しんで教わっていま
す
●あみものの会　 第１・３火曜日午後１時３０分～４
時 中川宅（井草１丁目） １回１０００円 中川洋子�
３３９０-４６０１ 編みたいもの自由。初めての方・中高年の
方大歓迎
●一緒にお菓子をつくりませんか？　 好きな時間
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で、好きな曜日で 鈴木宅（久我山３丁目） 材料費
（実費） 鈴木�５３４６-０９０８ 簡単に作れます

＊＊＊工芸・陶芸・美術（写真含む）
●篆刻／荻篆（てきてん）会　 第２・４水曜日午後
１時～５時 杉九ゆうゆうハウス 月２５００円 新海
（しんかい）�・FAX３３３３-６００９ 初心者歓迎、見学自由
●日本画／響（ひびき）の会　 第２・４水曜日午後１
時～４時 高井戸地域区民センター 月４５００円 吉
村�・FAX５９３２-６９１９ 午後７時以降にご連絡ください。
初心者歓迎
●絵画／彩美会　 第１・３水曜日午前９時３０分～正
午 高井戸地域区民センター 月２５００円 吉岡�
３３１２-３２７２ 見学自由・初心者歓迎・野外スケッチも有
り
●レザークラフト／創染グループ　 第４土曜日午
前９時～午後０時４５分 阿佐谷地域区民センター 
月２０００円（お茶、お菓子付） 内籐�３３３８-９５８０ 見学
自由。初心者、中高年の方大歓迎
●染色会／型染・絞り染　 第１・３土曜日午前 セ
シオン杉並 入会金２０００円、月４０００円 福本�３３３８-
８９５６ 布に好きな模様を染めてみませんか
●園芸・洋蘭を育てる／セシオン蘭友会　 主に毎月
第４日曜日午後 セシオン杉並 年６０００円 近藤佳
子�３３１６-９２２２ 温室なしで、洋蘭を自分の手で育て
ましょう
●絵手紙／梅里けやき会　 第２火曜日午前１０時～
正午 梅里区民集会所 ３カ月分３０００円、運営費３カ
月１０００円 内田�３３１３-６８７２ 初心者大歓迎
●西荻ステンドグラスクラブ　 第２・４火曜日午後
１時～５時 西荻地域区民センター 月２０００円 木
村�・FAX３３９９-６３７５ お好きな作品を制作できます
●鎌倉彫／久我山会　 第２・４火曜日午後１時～３
時 久我山会館 月３０００円、材料費 武田�・
FAX３３３１-３２１９ 講師＝師範小川桂岳。初心者歓迎・見学
自由
●水彩画／あけぼの会　 第１・３水曜日午後１時～
４時 ゆうゆう下井草館 月６００円 鈴木�５３８２-
５１１７、山ノ井�３３９１-３８７２ 先生のご指導もあります。
６０歳以上の方対象
●盆栽の実習指導／ばいり盆栽愛好会　 毎月第３
日曜日午前１０時～午後１時 蚕糸の森公園 年５０００
円 岡本�３３１５-８４０４ 初心者大歓迎
●水墨画　主に花や風景など／荻水会（てきすいかい）
 ①第２・４木曜日②第２・４金曜日いずれも午後２
時～４時 主に荻窪地域区民センター 月２０００円 
①松下�３２２０-３８８７②柏倉�３３９８-２３３２ 初心者大歓
迎。和やかな楽しい会です
●古伊万里入門／陶火会　 原則として第１月曜日
午後２時～４時 主に荻窪地域区民センター 月５００
円 小牧�・FAX３２２０-５０５５ ビデオを観ての勉強会。焼
物が好きな方どうぞ
●絵手紙／もみじの会　 第２木曜日午前１０時～正
午 阿佐谷地域区民センター 月１０００円（材料費別）
 菊池�・�３３１６-９０７９ 初心者向。ヘタでいい、ヘタ
がいいで楽しもう
●木彫（実用小物、浮彫り飾板など）／さくら会　 
第２・４木曜日午後１時～４時（早退可） 下高井戸区
民集会所 月３０００円 大木�３３１１-７２７１ 少人数個
人的指導で楽しく。初心者歓迎

＊＊＊書道
●書道／書研の会　 第２・４月曜日午前１０時～正午
 阿佐谷地域区民センター ３カ月５０００円（初回のみ
６０００円） 小宮山�３３１１-００４７ 入会随時、初心者歓
迎、体験可。親切丁寧な会です
●楽しく書を学ぶ会（漢字・漢字かなまじり文）　 
①第１・３火曜日午前１０時～正午②第１・３火曜日午後
７時～９時③土曜日午前１０時～正午（月２回） 阿佐
谷地域区民センター 入会金２０００円、月３０００円 井川
�３３３０-６６６６ 初心者大歓迎。マイペースで楽しく学
べます
●書道／写経会　 第４月曜日午後１時４５分～３時
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３０分 西荻南区民集会所 月１０００円 山田�３３３２-
３２２２、西村�３３９０-１７７８
●書道／てならい塾　 第１・３木曜日午前１０時３０分
～正午 西荻南区民集会所 月２０００円 笹子�
３３３２-２８０１、嶋吉�５９３２-１３１２ 初心者大歓迎
●書道／水仙会　 第２・４水曜日午前１０時～正午 
阿佐谷地域区民センター 月２５００円 加藤�３３１７-
０２３５
●書道／書心会　 第１・３月曜日午前１０時～正午 
下高井戸区民集会所 月３０００円 田口�・FAX５９３６-
２４９５ かい書・行書・草書など。初心者歓迎
●習字サークル／高南クラブ　 第２・３・４土曜日
午前１０時～午後５時 馬橋会議室 入会金１０００円、ペ
ン＝月２０００円、毛筆＝月２５００円 佐藤�０９０-１２５３-
３４１９ 書く 愉 しみと感動。見学随時自由

たの

＊＊＊茶道
●中国茶会／中国茶の会　 第２日曜日 セシオン
杉並 月２５００円（茶・茶菓子代・テキスト代含） 今野
�０９０-２２０９-３３２１ 楽しく中国茶、中国文化に触れて
いただきます
●茶道（裏千家）／互敬会　 毎月第１・３木曜日午後
５時～９時 八成区民集会所 入会金２０００円、月４０００
円 水町�３３２０-４７３０ 初心者より指導、見学歓迎

＊＊＊華道
●活け花（草月流）／コスモス会　 第２・４火曜日
午前１０時～正午 西荻地域区民センター 月２５００円、
花代１回につき１０００円 安藤�・FAX３３９０-７１４８ 楽し
い教室です。初心者大歓迎
●フラワーアレンジメント／静の会　 第１水曜日
午前１０時～正午 高井戸地域区民センター 月１５００
円、花材費 池上�・FAX３３３１-８３７８ 英国式アレンジ。
初心者大歓迎
●フラワーアレンジメント／花空間　 ①水・木・日
曜日午前１１時～②水曜日午後２時～のどちらか選択
（月２回） 武田宅（西荻北１丁目） 花材費３７８０円（資
材費別途・受講料無料） 武田�・FAX３３９４-８５７９ 生花、
プリザーブドによる初心者のサークル
●いけ花（小原流）／カサブランカ会　 第１・３火
曜日午前１０時～正午 方南区民集会所 月２５００円、花
代１回１２００円 堤�３３２１-７９９５ 初心者大歓迎。楽し
くいけ花をご一緒に
●生け花（草月流）／①カラー会②恵華会　 第２・
４金曜日①午前１０時～正午②午後６時～８時 荻窪
地域区民センター 月４６００円（花代込） 今村�・
FAX３３３３-０５２１ 初心者から上級者まで大歓迎

＊＊＊着付
●着付教室／着物すみれ会　 第２・４月曜日午前１０
時～正午 井草地域区民センター 入会金５００円、月
２０００円 山根�・FAX５３１０-２０６９ 初心者から経験者ま
でどなたでもどうぞ

＊＊＊音楽（洋楽）
●フルート・リコーダーのアンサンブル　 第１・２・
３火曜日午前１１時～正午 永井宅（松ノ木３丁目） 
月５０００円 永井�３３１２-１３４５ 新グループ発足。楽器
が初めての方もどうぞ
●カラオケ／紅（べに）の会　 原則として第２・４
金曜日午後１時～４時 主にセシオン杉並 月４０００
円 大倉�３３１１-１４４９ 初心者大歓迎。楽しい会です
（親切指導）
●たのしむピアノ・ウクレレ会　 水・木曜日午前１０
時～正午（月１～２回） 阿佐谷地域区民センター、本
天沼区民集会所 入会金２０００円、１回２０００円 吉田�
３３９４-１２８１ 初心者歓迎、「エリーゼのために」など、楽
しんでいます
●ギターサークル／アルハンブラ　 木曜日午後１
時～４時３０分（月２回） 久我山会館 月２５００円 後
藤�・FAX３３２２-１７９１ 性別・年齢・経験等問わず歓迎。個
人レッスンや合奏を楽しんでいます
●合唱／エルフェ女声合唱団　 金曜日午前１０時～
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他

時

場 費

問 他

時

場 費

問 他

時

場 費
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時
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他

時

場 費 問

他

時

このコーナーでは、区民の皆さんによる地域での自主的な生涯学習・文化・芸術・スポーツなどの活動がさかんになるように、また皆
さんがそうした活動に参加する機会が豊かになることを目的として、同好会などの会員の募集情報を年４回掲載しています（１・４・
７・１０月の２１日号を予定）。掲載した活動の日時・場所は、会場の都合などにより変更になる場合があります。また、活動に区は関与し
ていませんので、問い合わせは、直接各掲載団体へお願いします。
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軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

５
月
８
日
に
発
送
し
ま
す

　
　

年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

１８
書
（
５
月　

日
納
期
限
）
を
５
月
８

３１

日
に
発
送
し
ま
す
。　

年
度
か
ら
コ

１８

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
も
、　

年
度
の
税
金
は
納
め
て
い

１８

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
廃
車
の
申
告

　

次
の
①
〜
④
の
場
合
に
必
要
と
な

り
ま
す
。

①
区
外
に
転
出
し
た
と
き

②
下
取
り
に
出
し
た
り
、
譲
渡
を
し

た
と
き

③
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
（
警
察
署
と

区
役
所
に
届
出
が
必
要
で
す
）

④
使
用
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
た

り
、
処
分
し
た
と
き

◇
減
免
申
請

　

次
の 

〜 

の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

、 

に
つ
い

て
は
複
数
の
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て

い
る
場
合
、
一
台
に
限
り
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
該
当
に
な
る
障
害

区
分
・
級
別
・
必
要
書
類
な
ど
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
る
方
ま

た
は
そ
の
障
害
が
あ
る
方
と
生
計
を

同
じ
く
す
る
方
が
所
有
し
、
障
害
が

あ
る
本
人
ま
た
は
生
計
を
同
じ
く
す

る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車
な
ど

 

全
員
が
障
害
者
で
あ
る
世
帯
の
方

が
所
有
し
、
そ
の
世
帯
の
方
を
常
時

介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

な
ど

 

車
両
の
構
造
が
障
害
者
用
で
あ
る

軽
自
動
車
な
ど

　

納
税
通
知
書
と
印
鑑
、
運
転
者
の

運
転
免
許
証
、
障
害
の
状
況
を
確
認

で
き
る
も
の
（
障
害
者
手
帳
や
常
時

介
護
証
明
な
ど
）
を
持
っ
て
、
５
月

　

日 

ま
で
に
課
税
課
税
務
管
理
係

２５（
区
役
所
東
棟
二
階
七
番
窓
口
）
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

課
税
課
税
務
管
理
係
�
５
３
０

７
‐
０
６
２
９

「
よ
く
わ
か
る
新
し
い
介
護

保
険
」
が
で
き
ま
し
た

　

４
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
（
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
）
を

説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。　

　
 

配
布
場
所
＝
介
護
保
険
課
（
区

役
所
東
棟
三
階
）、
介
護
予
防
課
（
区

役
所
東
棟
一
階
）、
福
祉
事
務
所
、
区

民
事
務
所
、
駅
前
事
務
所
、
ケ
ア　
２４

 

介
護
保
険
課

５
月
の
図
書
館
の
臨
時
休
館

　

蔵
書
の
点
検
な
ど
を
行
う
た
め
、

右
下
表
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

　

臨
時
休
館
中
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

（１）

（３）

（１）

（２）

（１）（２）（３）

（木）
問内

問

ー
ジ 

h
ttp
://w
w
w
.lib
ra
ry
.

c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to
k
y
o
.jp
/

か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
休
館
中
の
図
書
館
の
資

料
に
つ
い
て
は
通
常
よ
り
も
時
間
が

か
か
り
ま
す
。

　
 

各
図
書
館
（
右
表
参
照
）
へ

　

年
度
版
農
産
物
直
販
マ
ッ
プ

１８が
で
き
ま
し
た

　

農
業
関
連
行
事
の
紹
介
、
区
の
農

業
の
概
況
の
紹
介
記
事
な
ど
、
読
み

物
と
し
て
の
内
容
も
多
く
盛
り
込
み

ま
し
た
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

配
布
場
所
＝
生
活
経
済
課
都
市

農
業
係
（
区
役
所
西
棟
一
〇
階
）、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
杉
並
保
健
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー 

生
活
経
済
課
都
市
農
業
係

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成

　

住
み
よ
い
市
街
地
環
境
の
整
備
な

ど
に
つ
な
が
る
、
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
対
し
て
助
成
を
し
ま

す
。
助
成
の
可
否
、
助
成
額
は
審
査

の
う
え
決
定
し
ま
す
。

　
 

募
集
期
間
＝
５
月　

日 

ま
で

１２

▽
公
開
審
査
会
＝
６
月　

日 

午
後

１１

（
予
定
） 

公
開
審
査
会
＝
阿
佐
谷
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―

HP
問内問時

（金）（日）

場

　

―　

） 

助
成
限
度
額
＝
一
〇
万

４７

１７

円 

区
内
在
住
･
在
勤
・
在
学
者
が

代
表
の
五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
４

月
〜　

年
３
月
ま
で
に
行
わ
れ
る
活

１９

動 

申
込
書
類
を
５
月　

日
ま
で
に

１２

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
区
役
所
西
棟

三
階
）へ
持
参（
申
込
書
類
は
同
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
） 

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
管
理
係

「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
金
」

へ
の
協
力
者 

　

基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
店
舗
等

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
に
ご
協
力

く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
金
」
は
、

区
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
寄
附
金
す
べ
て
を
、
区
内
の

み
ど
り
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推
進

に
活
用
す
る
制
度
で
す
。
民
有
地
の

樹
木
や
樹
林
の
保
全
、
ま
た
、
み
ど

り
の
少
な
い
地
域
の
空
地
や
樹
林
地

な
ど
の
土
地
の
購
入
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
 

み
ど
り
公
園
課
み
ど
り
の
計
画

係チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク 

２
０
０
６
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

参
加
費
五
〇
〇
円
を
チ
ャ
リ
テ
ィ

資
金
と
し
て
、
市
民
活
動
を
支
援
す

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
は「
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
」か
ら

井
草
中
学
校
ま
で
歩
き
ま
す
。

　
 

開
催
日
＝
５
月　

日 

午
前
９

２７

時
〜
午
後
４
時
▽
説
明
会
＝
第
一
回

＝
４
月　

日 

午
後
７
時
〜
、　

日

２８

２９

�
午
前　

時
〜
▽
第
二
回
＝
５
月　

１０

１２

日 

午
後
７
時
〜
、　

日 

午
前　

１３

１０

時
〜 

説
明
会
＝
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

コ
ー
ス
の

２２

３２

誘
導
、チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
受
付
、

会
場
設
営
・
撤
去
、
運
営
の
サ
ポ
ー

ト
、
写
真
や
ビ
デ
オ
で
の
撮
影
記
録

な
ど 

・ 

電
話
で
、
未
来
を
つ
な

ぐ
子
ど
も
資
金
事
務
局
・
片
桐
�
０

内

対申

問

問時

（土）

（金）

（金）

（土）

場

内

申

問

９
０
‐
６
１
９
８
‐
７
５
９
８
ま
た

は
神
谷
�
０
９
０
‐
１
８
３
６
‐
９

８
８
２
へ

●
区
民
企
画
講
座 

高
円
寺
若
者
雑
学
塾
・
企
画

委
員

　

「
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
や

っ
て
み
た
い
」。そ
ん
な
思
い
を
み
ん

な
で
話
し
合
い
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
せ
ん
か
。　

歳
〜　

歳

２０

３０

代
の
委
員
が
中
心
で
す
。

　
 

５
月　

日 

・　

日 

午
後
７

１６

３０

時
〜
９
時
（
６
月
か
ら
は
原
則
毎
月

第
二
・
四
火
曜
日
） 

セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

区
内
在

２２

３２

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

一
〇
名 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
９
面
記
入
例
参
照
）
で
、
社
会

時

（火）

（火）

場

対
定

申

教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１

１６６

梅
里
１
―　

―　
　

３
３
１
７
‐
６

２２

３２
FAX

６
２
０
�s

h
a
k
y
o

‐c
@
c
ity
.s
u

g
in
a
m
i.lg
.jp

へ
（
先
着
順
） 

同

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

杉
並
区
子
ど
も
読
書
活
動 

推
進
委
員
会
の
委
員

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
心
が
あ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

１８

三
名（
選
考
） 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
、
子
ど
も
の
読
書
環
境
の

向
上
に
つ
い
て
思
う
こ
と
（
四
〇
〇

字
程
度
）
を
書
い
て
、
５
月
６
日

（
必
着
）
ま
で
に
中
央
図
書
館
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
３
―　

―　

）

１６７

４０

２３

へ
郵
送 

中
央
図
書
館
企
画
サ
ー
ビ

ス
担
当
�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４ 問

対

定

申

問

〈５月の図書館の臨時休館〉
臨時休館日図書館名
５月８日（月）

～１１日（木）
柿木（上井草１‐６‐
１３�３３９４‐３８０１）

５月１５日（月）
～１９日（金）

西荻（西荻北２‐３３‐
９�３３０１‐１６７０）

５月２２日（月）
～２５日（木）

南荻窪（南荻窪１‐１０
‐２�３３３５‐７３７７）

５月２９日（月）
～６月１日（木）

成田（成田東３‐２８‐
５�３３１７‐０３４１）
※上記の休館日には定例休館日も含まれ
ます。

せん定した枝葉などを大量に捨てる場合は
清掃事務所までご相談ください

　これまでせん定した枝葉や落ち葉は、１回３束
（袋）まで無料で収集していましたが、個人が所有
する樹木を自らせん定した枝葉や落ち葉について
は、無料で収集できる量を拡大します。１回３束（袋）
を超えて出す場合は、集積所に出さず、事前に清掃
事務所へご相談ください。
　 清掃管理課清掃計画係、杉並清掃事務所作業係
�３３９２‐７２８１、杉並清掃事務所方南支所作業係�３３２３
‐４５７１

問

◆国民年金◆６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続きが必要です。受付は誕生日の前
日からです。必要書類などについては下記にお問い合わせくださ
い。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期
間のみの方＝区役所国保年金課国民年金係／国民年金の３号被保
険者期間のある方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方
＝杉並社会保険事務所（高円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各
種共済年金加入者に扶養されている配偶者

問

●　●　●　宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡南伊豆
町湊字新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・コニファーいわび
つ（群馬県吾妻郡東吾妻町
大字原町字岩櫃山４３９９）

湯の里「杉菜（すぎ
な）」（神奈川県足柄下
郡湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

０１２０‐４１２‐２２４
（午前１０時～午後５時、

年中無休）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜、祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、年
中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス
区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
４月３０日まで
＝５２５０円

６７２０円～
７９８０円～８４００円７９８０円大　人平

日宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円～
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

７月７日～９日４月２５日・２６日、５月７日、
７月１２日・１３日・１８日・１９日６月１４日・１５日７月１３日・１４日休館日

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、区民（区内在住者）
の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用されます。利用日の１週間前からの変更、
取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳など区内在住の
証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください（お持ちにならない時は宿泊補
助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿
泊料金が適用されます。３．宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。
近畿日本ツーリスト区役所内営業所では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる日
があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは学校優先使用のためご利用いた
だけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センタ
ー、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

７月４日
６月と８月
は休館日
なし

６月の利用申し込み
研修使用日以外は５月１０日から使用日の前日ま
で、電話または窓口で受け付けます。なお、５月１０
日は電話のみの受け付け（先着順）となります。
７月・８月の利用申し込み
専用ハガキで、５月１日～１５日（必着）までに郵送
または近畿日本ツーリスト区役所内営業所に持
参。５月２２日に抽選。

１泊２食
大　人
４４００円
子ども
２７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日
本ツーリスト区役所内営業所（〒
１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）�３３１２
‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後
５時。土曜・日曜日、祝日は除く）。
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混
声
合
唱
と
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オ
上
映
会

　
 

５
月　

日 

午
後
１
時
〜
３
時

１０

　

分 

杉
の
樹
ホ
ー
ル（
高
井
戸
東

３０３
―
７
―
５
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
一
階
） 

合
唱「
い
ろ
は
う
た
」

ほ
か（
混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
ア
ー
ベ

ン
ト
）、ビ
デ
オ
作
品
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
上
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一
〇
〇
名（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、直
接
会
場
へ 

杉
の
樹

大
学
Ｏ
Ｂ
連
合
会
・
中
島
�
３
３
３

１
‐
１
８
４
９

春
の
区
民
歩
こ
う
会

　

緑
と
水
と
土
に
親
し
み
な
が
ら
、

多
摩
丘
陵
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん

か
。　
　
 

５
月　

日 

・　

日 
（
小
雨
実

１４

２０

時

（水）

場

内

定

費

申

問

時

（日）

（土）

施
）
▽
受
付
時
間
＝
①
②
午
前
９
時

　

分
〜　

時
③
午
前
９
時
〜
９
時　

３０

１０

３０

分
▽
集
合
場
所
＝
京
王
相
模
原
線
・

南
大
沢
駅
改
札
口 

行
程
＝
①
せ
せ

ら
ぎ
緑
道
コ
ー
ス（
約
六
㎞
）＝
南
大

沢
駅
↓
長
池
公
園（
見
附
橋
）↓
蓮
生

寺
公
園
↓
小
田
急
線
・
唐
木
田
駅
②

つ
る
ま
き
へ
の
道
コ
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約
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㎞
）

＝
①
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に
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牧
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公
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摩
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公
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摩
セ
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ー
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よ
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の
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�
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②
コ
ー
ス
に
引
き
続
き
↓

一
本
杉
公
園
↓
パ
ノ
ラ
マ
の
丘
↓
京

王
線
／
小
田
急
線
・
永
山
駅 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
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の

ゴ
ー
ル
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け
る
方
（
小
学
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以
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同
伴
） 

無
料（
任
意
で

傷
害
保
険
料
二
〇
円
、
交
通
費
な
ど

は
自
己
負
担
） 

当
日
、直
接
集
合
場

内

対

費

申

所
へ 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課 

①

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

帽
子
、
雨
具
、
弁
当
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て
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だ
さ
い
②
参
加
賞
は
両
日
あ
わ
せ
て

二
五
〇
名
分
が
あ
り
ま
す
③
当
日
使

用
す
る
地
図
を
、
５
月　

日
以
降
に

２２

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
（
区
役
所
東

棟
六
階
）
で
配
布
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ま
す　

●
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が

企
画
す
る
自
由
参
加
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。

　
 

５
月　

日 

午
前　

時（
集
合
）

１１

１０

〜
正
午
（
雨
天
中
止
） 

集
合
場
所

＝
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草

３
―
８
―　

） 

行
程
＝
善
福
寺
川

１９

を
下
る
↓
善
福
寺
川
緑
地
公
園
↓
大

問

他

時

（木）

場

内

田
黒
公
園
（
解
散
） 

五
㎞
以
上
歩

け
る
方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合

場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
４
‐
１
２
１
２ 

交
通
事
故

や
ケ
ガ
な
ど
に
は
、
各
自
自
己
責
任

で
ご
参
加
く
だ
さ
い　

子
ど
も
博
物
館
教
室

　

「
う
ど
ん
武
蔵
野
流
」
と
題
し
て

古
民
家
で
地
粉
（
小
麦
粉
）
を
使
っ

て
う
ど
ん
を
打
ち
ま
す
。
古
民
家
の

大
が
ま
で
ゆ
で
る
本
格
的
な
手
打
ち

う
ど
ん
で
す
。
な
ぜ
、
博
物
館
で
う

ど
ん
を
打
つ
の
か
、
疑
問
に
思
っ
た

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月　

日 

午
前　

時
〜
午
後

２０

１０

０
時　

分 

郷
土
博
物
館
・
古
民
家

３０

 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
四
年
生

〜
六
年
生 

二
〇
名
（
抽
選
） 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
学
年
も
書
い
て
、
５
月
２
日
（
必

着
）
ま
で
郷
土
博
物
館
（
〒　

‐
０

１６８

０
６
１
大
宮
１
―　

―
８
）
へ 

同

２０

館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１ 

抽
選

の
場
合
は
５
月　

日
こ
ろ
に
結
果
を

１０

お
知
ら
せ
し
ま
す

対

費

申

問

他

時

（土）

場

対

定

費

申

問
他

●硬式テニス　○さ 教室番号「０１５６」
　 ６月１日～７月２０日（予備日は７月２７日）の毎週
木曜日、午前９時～１１時（計８回） 松ノ木運動場 
区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 
４０名（抽選） ２２００円 往復ハガキ（記入例参照）に
生年月日も書いて、５月７日（必着）までに松ノ木運
動場（〒１６６‐００１４松ノ木１‐３‐２２）へ 同運動場�
３３１１‐７４１０
●アクアエクササイズ　○さ 教室番号「０１６６」
　 ６月９日～７月１４日の毎週金曜日、午前１０時～正
午（計６回） 高井戸温水プール 区内在住・在勤・
在学で６０歳以上の初心者・初級者 ３０名（抽選） １８００
円 往復ハガキ（記入例参照）に生年月日も書いて、
５月６日（必着）までに高井戸温水プール（〒１６８‐
００７２高井戸東３‐７‐５）へ 同プール�３３３１‐８６５２
●フォークダンス初心者講習会
　 ６月７日～７月１２日の毎週水曜日、午前１１時～午
後１時（６月２１日を除く、区共催） 荻窪体育館・小
体育室（荻窪３‐４７‐２） 区内在住・在勤・在学で
経験年数１年未満の方 ３０名（抽選） 無料 往復ハ
ガキ（記入例参照）で、５月１５日（必着）までに区フ
ォークダンス連盟・志賀恭子（〒１６７‐００５１荻窪３‐２５
‐１１）へ 同連盟・木村�３９９８‐２１０７ 当日は動きや
すい服装で、上履き（かかとの低い靴）を持参してく
ださい
●わいわいスポーツ教室（広場で遊ぼう）
　障害の程度の重い方のためのスポーツ教室です。
　 ５月２７日（土）午前１０時～正午 井草森公園（井草４
‐１２‐１） 区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害
の程度の重い方 ４０名（抽選） 無料 申込書（社会
教育スポーツ課、福祉事務所、区体育施設にあります）
を４月２８日（必着）までに社会教育スポーツ課（区役

時

場 対
定

費 申

問

時
場 対

定 費
申

問

時
場

対
定 費 申

問 他

時 場
対

定 費 申

所東棟６階）へ郵送または持参 社会教育スポーツ課
 ①公共の交通機関の利用が困難な方は、リフト付き
バスの送迎が利用できます②当日参加者と一緒に楽し
んでいただけるボランティアを募集しています

●区民体育祭秋季大会
◇軟式野球（学童の部）
　 ６月４日（日）～ 上井草スポーツセンター（上井草
３‐３４‐１）ほか 区内在住・在学の小学生で１８年度
２連盟登録チーム １チーム５０００円 所定の用紙（請
求方法はお問い合わせください）を、５月１０日（必着）
までに区少年軟式野球連合協議会・加納昭（〒１６７‐００３４
桃井２‐２‐７‐２０１）に郵送・ファクスまたは持参 
同協議会・加納�・FAX３３９０‐１０６９（午前１０時～午後６
時） 審判も募集中。詳細はお問い合わせください
●杉並区民ヤマベ釣り大会
　 ５月２１日（日）午前５時４５分出発（小雨決行、区共催）
 集合場所＝ＪＲ荻窪駅北口青梅街道天沼陸橋�候補
地＝静岡県瀬戸川（大型貸し切りバス２台で移動） 
区内在住・在勤・在学の方 ８０名 ７０００円、中学生以
下３０００円（バス代・えさ代・入漁料・保険料を含む）
当日支払い ・ 電話、ハガキまたはファクス（記入
例参照）に性別も書いて、５月１１日（必着）までに区釣
魚連合会事務所へ（〒１６８‐００８１宮前５‐２４‐８太田方�・
FAX３３３４‐０３４９〈午前９時～午後５時〉） ①雨具・朝昼
食は各自持参してください②中学生以下は高校生以上
の方の同伴が必要です③釣り用具は貸し出しもありま
すのでご連絡ください○４ 釣時は長靴着用を勧めます
●プールで魚つり　
　釣った魚は５匹まで持ち帰りできます。
　 ５月７日（日）・１４日（日）午前１０時～午後３時 和田堀
公園プール（大宮２‐２‐１０） 区内在住・在勤・在学
の方 各日１００名程度 ４００円、小・中学生２００円 当

問
他

時 場
対
費 申

問

他

時
場

対
定 費

申 問

他

時 場
対

定 費 申

日、直接会場へ （財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐
２１１１（区代表） ①さお、仕掛け、エサは持ち込み自
由。無料貸し出しもあります②持ち帰り用の入れ物は
各自でご用意ください③車での来場はご遠慮ください
○４ 持ちかえった魚は池や河川に放流しないでください
●楽らく健康タイム（５月～７月）
　 ・ ・ 大宮前体育館（宮前２‐１１‐１１）＝第
１・３水曜日午前１１時～午後１時＝肩こり・腰痛予防
体操・バランスボール�永福体育館（永福３‐５１‐１７）
＝第２・４木曜日午前１１時～午後１時＝ストレッチ＆
ダンベル おおむね６５歳程度の体力年齢の方に適した
プログラムを提供します（医師から運動を止められて
いる方はご遠慮ください）。 １回２００円 当日、直接
会場へ 大宮前体育館�３３３４‐４６１８、永福体育館�３３２８
‐３１４６、（財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代
表） 託児はありません
●春のイベント（妙正寺体育館）
　 ・ 下表のとおり 区内在住・在勤・在学の方 
庭球場のみ１０枠（抽選） 無料 庭球場＝往復ハガキ
（１チーム１枚）に種目名、希望時間（午前９時～２
時間単位）、参加者氏名（４名以上）、代表者の住所、
氏名、年齢、性別、電話番号を明記し、５月９日（必
着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）
へ。体育館は、当日直接会場へ 同体育館�３３９９‐４２２４

問
他

時 場 内

対

費 申
問

他

時 内 対 定
費 申

問

○さ の教室は、さざんかねっと「http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2」で申し込
みできます。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要です。申し込みは４月２１日午前８時
３０分からハガキ締切日まで。定員を超えた場合は初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

スポーツ教室

その他

〈春のイベント５月２１日（日）（妙正寺体育館）〉
時間種目

午前９時～
午後７時無料開放（硬式テニス）庭球場

午前９時～
正午

インディアカ、バドミントン、卓
球、ソフトバレーボール

体育館（無料
開放・スポー
ツ体験スタン
プラリー）

午後１時～
４時

フラダンス、ストレッチ体操、ダ
ンベル体操、体力測定

午後５時～
８時４５分無料開放（バスケットボール）体育館

女
性
団
体
等
リ
ー
ダ
ー 

養
成
事
業

　

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
を
め
ざ

し
、
地
域
や
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
（
荻
窪
１
―　

―
３
）
で
活
躍
す

５６

る
人
材
を
養
成
す
る
事
業
を
、
区
と

共
催
で
企
画
・
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す
。

　
 

区
内
女
性
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自

主
グ
ル
ー
プ
（
政
治
・
宗
教
・
営
利

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
を
除
く
）

 

若
干
数 

５
月　

日
ま
で
に
男
女

１９

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
へ（
応
募
書
類
・

応
募
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

同

対
定

申

問

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

（
月
曜
日
休
館
）

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員 

採
用
候
補
者

　
 

職
種
＝
教
員
（
幼
稚
園
）
▽
勤

務
地
＝
東
京　

区
内
の
区
立
幼
稚
園

２３

▽
資
格
＝
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状

を
も
つ
方
ま
た
は　

年
４
月
１
日
ま

１９

で
の
取
得
見
込
者
で
昭
和　

年
４
月

４７

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方 

持
参
す

る
場
合
＝
５
月　

日 

・　

日 

▽

１０

１１

郵
送
の
場
合
＝
５
月
８
日 

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
特
別
区
人
事
・
厚

生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
人

事
企
画
課
採
用
選
考
担
当
（
〒　

‐
１０２

内

申

（水）

（木）

（月）

０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
５

―
１
東
京
区
政
会
館
一
七
階
）
へ
▽

選
考
案
内
（
申
込
書
）
の
配
布
＝
同

担
当
ま
た
は
東
京　

区
の
教
育
委
員

２３

会
事
務
局 

同
担
当
�
５
２
１
０
‐

９
７
５
１ 

第
一
次
選
考
（
筆
記
試

験
）
は
７
月
９
日 

で
す

●
�福
 

杉
樹
会 

非
常
勤
リ
ハ
ビ
リ
補
助
職
員

　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
さ
ん

じ
ゅ
久
我
山
」入
居
者
の
リ
ハ
ビ
リ

補
助
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
毎
週
火
・

金
曜
日
の
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

３０

時（
六
時
間
勤
務
）▽
資
格
＝　

歳
く

５０

ら
い
ま
で
の
方
▽
募
集
人
数
＝
若
干

問他

（日）

内

名
▽
時
給
＝
八
七
〇
円（
昇
給
制
度

あ
り
・
交
通
費
は
別
に
補
助
あ
り
） 

履
歴
書
を
さ
ん
じ
ゅ
久
我
山（
〒　

‐
１６８

０
０
８
２
久
我
山
３
―　

―　

）へ

４７

１６

郵
送 

さ
ん
じ
ゅ
久
我
山
�
５
３
４

６
‐
５
３
５
１

家
庭
福
祉
員
補
助
者

　

家
庭
福
祉
員
は
保
護
者
が
就
労
な

ど
に
よ
り
に
昼
間
保
育
で
き
な
い
児

童
を
、
自
宅
で
保
育
し
ま
す
。

　
 

募
集
人
数
＝
一
名
▽
資
格
＝
保

育
士
▽
勤
務
地
＝
今
川
３
―　

―　
１５

１２

 

家
庭
福
祉
員
・
上
田
和
子
�
３
３

９
６
‐
４
３
０
９

申

問
内

問
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�
天
文
の
夕
べ
観
望
会 

土
星
と
プ
レ
セ
ペ
星
団

　

太
陽
系
で
一
番
美
し
い
土
星
と
、

蜂
の
巣
の
よ
う
に
群
が
る
星
の
集
団

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月
６
日 

午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３
―
３

３０

―　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

１３
者
の
小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
�
３

３
９
６
‐
４
３
９
１ 

雨
天
・
曇
天

の
場
合
は
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で「
天

文
の
話
」
を
し
ま
す

公
園
で
体
験
！ 

犬
の
し
つ
け
方
・
ふ
れ
あ
い
方

　
 

５
月　

日 

み
ど
り
の
イ
ベ
ン

２０

ト
同
時
開
催 

柏
の
宮
公
園
（
浜
田

山
２
―
５
―
１
）

�
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

初
歩
的
な
し
つ
け
方
（
リ
ー
ダ
ー

ウ
ォ
ー
ク
、
排
せ
つ
）
と
マ
ナ
ー
を
、

飼
い
犬
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

　
 

①
午
後
１
時
〜
②
２
時　

分
〜

３０

 

飼
い
主
と
飼
い
犬
一
頭
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▽
参
加
犬
の

時

（土）

場
対

費

申

問他

時

（土）
場

時
対

条
件
＝ 

生
後
６
カ
月
以
上 

狂
犬

病
予
防
接
種
・
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

済 

ひ
ど
い 
噛 
み
癖
の
あ
る
犬
、
生

か

理
中
の
メ
ス
犬
は
除
く 

各
一
五
名

�
犬
と
友
だ
ち
・
は
じ
め
て
教
室

　

犬
と
の
ふ
れ
あ
い
方
を
お
と
な
し

い
犬
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
交
え
な
が
ら

学
び
ま
す
。

　
 

午
前　

時　

分
〜 

犬
を
飼
っ

１１

３０

て
い
な
い
児
童
（
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
） 

一
〇
名☆

　
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
同
伴
犬
協
会

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

昼
間
の
連
絡
先
（
フ
ァ
ク
ス
の
方
は

フ
ァ
ク
ス
番
号
も
）、
教
室
名
、
参
加

時
間
、
し
つ
け
方
教
室
希
望
の
方
は

犬
の
名
前
、
種
類
、
性
別
、
年
齢
も

書
い
て
、
み
ど
り
公
園
課　

５
３
０

FAX

７
‐
０
６
９
７
へ
（
い
ず
れ
も
先
着

順
） 

み
ど
り
公
園
課
公
園
利
用
係

 

見
学
歓
迎
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

●
小
児
救
急
に
関
す
る
普
及
事
業 

赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
と
手
当
て

　

急
病
時
の
適
切
な
対
処
方
法
、
上

手
な
小
児
科
医
の
か
か
り
方
な
ど
を

お
話
し
ま
す
。

　
 

５
月
９
日 

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

　

分 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉

３０４
―　

―
６
） 

小
児
科
医
師
・
原

５０

み
さ
子 

乳
児
（
第
一
子
）
と
そ
の

保
護
者 

二
〇
組 

無
料 

・ 

電

話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
） 

託
児
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　
　

年
度
役
員
・
委
員
に
な
る
方
、

１８
そ
し
て
一
般
会
員
や
地
域
の
方
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後

の
活
動
の
手
が
か
り
を
つ
か
め
る
よ

う
、
課
題
な
ど
を
学
び
情
報
交
換
が

で
き
る
学
習
・
展
示
・
交
流
・
相
談

（１）

（２）

（３）

定

時

対

定

師
費

申
問

他
時

（火）

場

師

対定

費

申

問
他

の
場
を
用
意
し
ま
す
。

　
 

４
月　

日 

・　

日 

午
前　

２５

２６

１０

時
〜 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

右
表
の
と
お
り 

Ｎ
Ｐ

２２

３２

Ｏ
法
人
ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ
イ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
か 
　

年
度
に
Ｐ

１８

Ｔ
Ａ
役
員
・
委
員
に
な
っ
た
方
、
一

般
会
員
、
地
域
の
方
な
ど 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１ 

①
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

②
受
付
は
ホ
ー
ル
入
口
で
行
い
ま
す

●
杉
の
樹
大
学
公
開
授
業 

き
れ
い
に
生
き
る
基
調
講
演 

知
的
好
奇
心
の
す
す
め

　
 

５
月　

日 

午
前　

時
〜
正
午

２５

１０

 

杉
の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
５
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

一
階
） 

東
洋
大
学
名
誉
教
授
・
平

野
耿 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

５５

 

五
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉

の
樹
カ
レ
ッ
ジ
�
３
３
３
４
‐
０
９

２
８

杉
の
樹
元
気
塾

　

身
体
を
ほ
ぐ
し
て
楽
し
く
運
動
し

ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

①
６
月
６
日
＝
満
点
体
操

②　

日
＝
体
を
動
か
す
ポ
イ
ン
ト
③

１３

　

日
＝
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
足
と
腰
④　

２０

２７

時

（火）

（水）

場

内

師

対

費

申

問

他

時

（木）

場

師
対

定

費

申

問

時

内

日
＝
差
を
つ
け
る
筋
力
ア
ッ
プ
⑤
７

月
４
日
＝
元
気
を
保
つ
「
シ
ン
プ
ル

体
操
」
／
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午 

①
武
蔵
野
短
期
大
学

１０教
授
・
輪
嶋
直
幸
、
②
〜
⑤
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
グ
ル
ー
プ
あ
い
び
ー
・
山
崎
美

貴
子 

高
円
寺
体
育
館
（
高
円
寺
南

２
―　

―　

） 
　

歳
以
上
で
全
回

３６

３１

５５

出
席
で
き
る
方 

六
〇
名
（
抽
選
）

 

一
五
〇
円
（
保
険
料
） 

往
復
ハ

ガ
キ
（
９
面
記
入
例
参
照
）
で
、
５

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

１０
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
高
齢
者

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
へ 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ
�
３
３
３

４
‐
０
９
２
８

て
ぬ
ぐ
い
体
操
―
若
々
し
い
体

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

い
す
に
座
っ
て
行
う
、
高
齢
者
に

も
や
さ
し
い
体
操
で
す
。

　
 

５
月
〜　

年
３
月
ま
で
の
毎
月

１９

第
二
・
四
木
曜
日
午
後
１
時　

分
〜

３０

２
時　

分 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

３０

タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ル
ー
プ
あ
い
び
ー 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

五
〇

５５

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

高
齢
者
施
策
課
い
き
が

い
活
動
支
援
係 

て
ぬ
ぐ
い
、
汗
ふ

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
持
参

師

場

対定

費

申
問

時

場

師対

定

費

申

問

他

〈ＰＴＡ活動基礎セミナー〉
内容（講師）日　時

「個人情報保護法と会員
名簿」（ＮＰＯリスク・マ
ネジメント・オフィス代
表・中原美香）（託児あり）

４月２５日（火）
午後２時１０分～３時

「家庭学級開設のススメ」
（１７年度家庭学級実施団
体）（２５日のみ託児あり）

　　２５日（火）
午後２時１０分～３時
　　２６日（水）
午後３時３０分～４時

懇談会「仕事＆ＰＴＡ二
足のわらじの楽しみ方」
（話題提供＝１６・１７年度
井草中会長・辻田浩和）

　　２５日（火）
午後７時～８時３０分

「ＩＴ活用でＰＴＡはど
うかわる？」（さらプロジ
ェクト）

　　２６日（水）
午前１０時～正午

「ＰＴＡ活動何でも相談
コーナー」「家庭学級開設
相談コーナー」「団体・企
業のパネル展示」

両日
午前１０時～午後４時

※託児（１歳から）希望者は、４月２４日までに社会
教育センターに直接申し込み

休日パパママ学級
６月３日（土）・１１日（日）・２５日（日）午後１時～４時
荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）

　 沐浴実習、妊婦体験、お産に向けてのお話など（各回同じ内容）
 バースセンス研究所・助産師、バースコーディネーターほか 区
内在住で、開催日現在妊娠２４週以上の初産のカップル 各２５組 無
料 往復ハガキに２人の氏名、住所、電話番号、出産予定日、希望日
（第２希望まで）を書いて、５月１０日（必着）までにバースセンス研究
所杉並区休日パパママ学級係（〒１５１‐００６３渋谷区富ケ谷１‐１１‐１２ア
ルシュ代々木４階）へ 杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５または各
保健センター 応募者多数の場合、出産予定日などで調整します

内
師 対

定 費
申

問
他

★トロールの森２００６　春の展覧会  １００のトロールたち
　桃井第四小学校４年生１００名が工夫をこらして作っ
たトロールたちを、新緑の公園に展示します。
　 ４月２９日（祝）～５月１日（月） 都立善福寺公園バス
停付近の林 無料 当日、直接会場へ ＮＰＯ法人西
荻まちメディア事務局�５９３０‐５００９
★ほとばしる音　煌きのクラシック～高井清志ピアノ
リサイタル
　作曲家のエピソードや曲の時代的背景など、わかり
やすい解説とトークを交えたピアノリサイタルです。
　 ６月１１日（日）午後３時開演（２時３０分開場） 杉並
公会堂（上荻１‐２３‐１５） 演奏＝高井清志�曲目＝ド
ビュッシー「亜麻色の髪の乙女」、ショパン「エチュー
ド」、リスト「オーベルマンの谷」ほか １９０名 一般
２５００円、小中学生１５００円 チケット発売開始＝４月２１
日�午後１時�販売窓口＝杉並区文化協会（上荻３‐２９
‐５杉並会館内・初日は電話予約のみ）、区役所１階コ
ミュかるショップ、地域区民センター（窓口取扱時間
などは杉並区文化協会�５３１１‐７０３５へお問い合わせく
ださい）、ウェブ予約 http://members.jcom.home.ne
.jp/sugibun/ ムジカルーチェ・林�０８０‐５０２３‐９３８０
★講演会「くらしと電磁波」
　身近に存在する電磁波発生機器類を例に取りなが
ら、専門講師のお話を聞き、その後懇談します。
　 ５月６日（土）午後２時～４時３０分 あんさんぶる
荻窪・第１～３教室（荻窪５‐１５‐１３） 電磁波問題
市民研究会事務局長・大久保貞利 区内在住・在勤・
在学の方 ６５名 無料 当日、直接会場へ 杉並の
環境をよくする会事務局FAX３３３７‐１９５４�natural@won
der.ocn.ne.jp
★ポニー乗馬会
　アニマルセラピーの一環として、障害のあるなしに

時 場
費 申 問

時 場
内

定 費
申

HP
問

時 場
師

対
定 費 申 問

関わらず、乗馬を一緒に楽しむ会です。
　 ４月３０日（日）午後１時～３時 井草森公園（井草４
‐１２‐１） ポニーによる引き馬、ふれあい小動物コ
ーナー １００名（先着順） １回５００円（保険料含む）
 当日、直接会場へ わたぼうしの会・池部典子�０９０
‐３００１‐１２６１ 小学生以下は保護者同伴が必要です
★武蔵台ウィンドオーケストラ～吹奏楽定期演奏会
　 ５月５日（祝）午後６時～８時（５時３０分開場） な
かのＺＥＲＯ大ホール（中野区中野２‐９‐７） 曲
目＝「タンタン『太陽の神殿』」ほか 無料 当日、
直接会場へ 武蔵台ウィンドオーケストラ・中村�０９０
‐６１２２‐４９９４（午後５時以降）
★民話語り　ちんじゅの森の物語
　 ５月３日（祝）午後３時１５分開演 大宮八幡宮神門
内の神楽殿（大宮２‐３‐１） 「ぶんぶく茶釜」、
「ねずみ経」など�出演＝Ｔｅａｍ励風 無料 当
日、直接会場へ ちんじゅの森実行委員会�３３１１‐０１０５
★杉並短歌連盟　夏の歌会
　 ６月１８日（日）午後１時～ セシオン杉並（梅里１‐
２２‐３２） 無料 当日、直接会場へ 同連盟�３３３８‐
３７７４
◇作品を募集します
　 ハガキ（９面記入例参照）に未発表の作品（１人
１首）を書いて、５月２２日（消印有効）までに杉並短
歌連盟事務局・秋葉（〒１６６‐０００１阿佐谷北３‐９‐４）
へ 同連盟�３３３８‐３７７４ ５月２９日詠草発送、６月８
日互選締切です
★杉並区絵手紙文化連絡会の講習会
　 ５月２８日（日）午後１時３０分～４時 西荻地域区民
センター（桃井４‐３‐２） ①はじめての絵手紙②
中級③消しゴム印作り（絵手紙に押す自印、遊び印、
季節印を作る）④スケッチ（付近の野外、雨天時は室
内）⑤人物画（似顔絵ではない人物画を描く） 坂東
スエコ、北崎良子ほか 全体で１５０名 １３００円 往復
ハガキ（９面記入例参照）に希望番号と内容も書いて、
５月１０日までに上田慶次郎（〒１６６‐０００２高円寺北３‐
３５‐３１）へ（先着順） 杉並区絵手紙文化連絡会・増
渕�３３３３‐２５１７

時 場
内

定 費
申 問

他

時 場
内

費 申
問

時 場
内

費 申
問

時 場
費 申 問

申

問 他

時 場
内

師
定 費 申

問

★絵画展示会～絵画グループ燦（さん）
　 ４月２９日（祝）～５月３日（祝）午前１０時～午後６時 
セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 水墨画・日本画・
油彩画・水彩画 無料 当日、直接会場へ 絵画グル
ープ燦・依田�３３１３‐４６００
★アフリカへ毛布をおくる運動
　不要な毛布がありましたら取りに伺いますので、ご
連絡ください
　 受付期間＝５月２８日（日）まで（回収には後日伺いま
す） ・ 杉並明るい社会づくりの会�５３４０‐３４０６へ
（午前９時～午後３時） ①汚れのひどい毛布、小さ
い毛布、綿毛布、コタツ用毛布はご遠慮ください②５
月２１日�は、杉並第十小学校校庭（和田３‐５５‐４９）
でも受け付けます③毛布を送る輸送費として１枚につ
き９００円がかかります。ご協力をお願いします
★国土交通省の「都市再生街区基本調査」
　区内で１９年３月末まで（予定）測量等を実施します。 
　 測量作業等（現地踏査・街区の角等の測量） 独
立行政法人都市再生機構東京都心支社都市再生企画部
�５３２３‐０４０７
★ささえあいサービス～ホームヘルプサービス協力会
員（有償ボランティア）
　都合の良い曜日や時間帯に活動をしてくださる方を
募集しています。
　 謝礼金＝家事援助（食事の支度･掃除・洗濯・買物
など）＝１時間８００円、介護援助（外出介助・身辺介助
など）＝１時間１０００円 杉並区社会福祉協議会ささえ
あい係�５３４７‐３１３１ ①資格・経験の有無は問いませ
ん②登録後に研修会があります
★歩っ人（ほっと）マップ３の改訂版を発行しました
　歩っ人マップは、楽しみながら歩くコースを紹介し
ている地図です。今回は、善福寺公園周辺から、善福
寺川遊歩道の桜や水辺の鳥などを巡るコースを紹介し
ています。
　 配布場所＝区体育施設、区民事務所･分室、地域区
民センター、区民集会所、社会教育スポーツ課（区役
所東棟６階） （財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１
（区代表）

時 場
内

費 申 問

時
申 問

他

内 問

内

問
他

内

問

区の後援・その他の
催し・講座など
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⑱
杉
並
区
の
地
場
産
業「
ア
ニ
メ
」。数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と

ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

文
　●
 

金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

　

Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
か
ら
中
杉
通

り
を
南
へ
歩
い
て
い
く
と
、
青
梅

街
道
の
手
前
に
材
木
屋
さ
ん
が
あ

る
。
建
物
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る

以
前
、
そ
の
二
階
に
は
ア
ニ
メ
会

社
が
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
名
は
マ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
。
東

京
ム
ー
ビ
ー
の
外
注
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
「
エ
ー
ス
を
ね
ら
え

！
」「
ガ
ン
バ
の
冒
険
」「
宝
島
」

な
ど
を
作
り
、
そ
の
後
独
自
の
作

品
の
制
作
を
始
め
た
会
社
だ
。

　

映
画
「
火
の
鳥
」「
は
だ
し
の
ゲ

ン
」「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」「
茄
子　

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
夏
」、テ
レ
ビ
の

「
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
！
」「
カ
ー
ド
キ

ャ
プ
タ
ー
さ
く
ら
」「
は
じ
め
の
一

歩
」「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」「
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ａ
」
等
々
、
個
性
的
で
凝
っ
た

作
品
を
多
数
作
っ
て
い
て
、
欧
米

の
フ
ァ
ン
に
も
人
気
が
高
い
。

　

そ
の
後
、
南
阿
佐
ケ
谷
駅
前
の

ビ
ル
を
経
て
一
昨
年
荻
窪
に
移

転
。
ず
っ
と
杉
並
で
ア
ニ
メ
を
作

り
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
マ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上

げ
ら
れ
た
丸
山
正
雄
さ
ん
に
、
お

話
を
伺
う
機
会
が
得
ら
れ
た
。

　

マ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
丸
山

さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ど
東
京
ム
ー
ビ

ー
に
お
け
る
藤
岡
豊
さ
ん
の
よ
う

な
方
だ
。

　

ご
出
身
は
、
宮
城
県
塩
釜
市
。

東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、
就
職
せ

ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
か
ら

「『
一
週
間
寝
な
く
て
も
大
丈
夫

な
人
』
を
求
め
て
い
る
会
社
が
あ

る
ん
だ
け
ど
…
」
と
勧
め
ら
れ
て

面
接
を
受
け
に
行
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
手
塚
治
虫
さ
ん
の
ア

ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
、
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
だ
っ
た
。

　

「
ア
ニ
メ
も
虫
プ
ロ
も
知
ら
な

い
で
行
っ
た
」
の
だ
が
、「
そ
の
日

か
ら
周
り
の
先
輩
た
ち
が
仲
間
う

ち
み
た
い
に
対
等
に
扱
っ
て
く
れ

て
、
居
心
地
が
よ
く
て
。
気
が
つ

い
た
ら
、　

年
も
こ
の
業
界
に
い

４０

ま
す
（
笑
）。
入
社
し
た
の
は
『
鉄

腕
ア
ト
ム
』
の
後
半
。
助
監
督
、

制
作
、
文
芸
と
、
な
ん
で
も
や
る

奴
が
必
要
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」。

　

や
が
て
丸
山
さ
ん
は
演
出
の
出

崎
統
さ
ん
と
一
緒
に
、
新
し
い
ア

ニ
メ
の
企
画
を
立
て
た
の
だ
が
、

な
か
な
か
Ｏ
Ｋ
が
も
ら
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
虫
プ
ロ
作
品
は

手
塚
治
虫
原
作
が
中
心
だ
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
作
品
は
違
っ
た
か
ら

だ
。

　
「
何
と
か
企
画
を
通
し
た
く
て
、

原
作
の
コ
マ
を
撮
影
し
た
パ
イ
ロ

ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
を
作
っ
た
り
し
ま

し
た
」。
そ
ん
な
苦
労
の
結
果
、放

映
さ
れ
た
作
品
と
は
何
か
と
言
う

と
―
―
今
で
も
人
気
が
あ
る
、
あ

の
「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」（
高
森
朝

雄
、
ち
ば
て
つ
や
原
作
）
な
の
で

あ
る
。

　

そ
の
後
、
虫
プ
ロ
は
経
営
が
苦

し
く
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
別
の
行

き
場
を
捜
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。

　

「
そ
ん
な
時
声
を
掛
け
て
く
れ

た
の
が
、
藤
岡
豊
さ
ん
で
し
た
。

実
は
そ
れ
以
前
に
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
東
京
ム
ー
ビ
ー
の
企
画
書
を
書

い
て
い
て
、
個
人
的
に
知
り
合
い

だ
っ
た
ん
で
す
よ
」。

　

「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」
を
手
が

け
た
丸
山
さ
ん
た
ち
の
班
は
、
も

と
も
と
虫
プ
ロ
本
社
と
は
別
の
場

所
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
班

の
全
員
が 
揃 
っ
て
、
新
し
い
会
社

そ
ろ

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
。
東
京
ム
ー
ビ
ー
の
近
く
―
―

南
阿
佐
ケ
谷
で
。

　

次
号
に
続
き
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
　●
 

渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

企
画
・
監
修
　●
 

大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監
督
／
阿
佐
谷
在
住
）

題
字
　●
 

佐
藤　

竜
雄
（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

す
ぎ
な
み
エ
コ
ツ
ア
ー
２
０

０
６
―
環
境
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

自
然
調
査
活
動
な
ど
、
身
近
な
環

境
調
べ
を
学
ぶ
体
験
型
の
講
座
で

す
。

　
 

５
月
〜　

年
２
月
ま
で
の
原
則

１９

火
曜
日
計
一
七
回
（
内
容
に
よ
り
土

曜
日
な
ど
他
の
曜
日
に
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
） 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪

（
荻
窪
５
―　

―　

） 

区
内
在
住
・

１５

１３

在
勤
･
在
学
で　

歳
以
上
の
方 

三

１８

〇
名 

無
料
（
保
険
料
五
〇
円
程
度

が
か
か
る
回
が
あ
り
ま
す
） 

・ 

電
話
で
、
５
月　

日
ま
で
に
環
境
課

２２

環
境
都
市
推
進
担
当
�
３
３
９
８
‐

３
１
９
５
へ

◇
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
 

５
月
９
日 

午
前　

時
〜
正
午

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
〜
三

教
室 

当
日
、
直
接
会
場
へ

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会

　

不
用
な
ネ
ク
タ
イ
が
か
わ
い
い
ポ

シ
ェ
ッ
ト
に
変
身
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日 

午
後
１
時
〜
３
時

１０

　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
環
境

３０学
習
室 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

時

場

対

定

費

申

問

時

（火）

場

申
時

（水）

場
対

の
方 

一
六
名
（
抽
選
） 

三
〇
〇

円
（
材
料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
９

面
記
入
例
参
照
）
で
、
５
月
２
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
す
ぎ
な
み
環
境

情
報
館
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５

１６７

―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内
）

１５

１３

へ 

同
館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１

◇
子
ど
も 
も
の
づ
く
り
教
室

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ロ
ケ
ッ
ト
カ
ー

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
 

５
月　

日 

午
前　

時
〜
正
午

１３

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
情
報
資
料

コ
ー
ナ
ー 

区
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生 

二
〇
名 

一
〇
〇
円
（
材
料

実
費
） 

・ 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み

環
境
情
報
館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９

１
へ
（
先
着
順
）

杉
並
区
大
気
汚
染
測
定
結
果

報
告
会

　
 

５
月　

日 

午
後
１
時　

分
〜

１０

３０

３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

３０

第
一
教
室
（
荻
窪
５
―　

―　

） 

・

１５

１３

 

Ｎ
Ｏ
２

測
定
結
果
報
告
と
大
気
汚

染
講
演
会
＝　

年
度
の
測
定
結
果
報

１７

告
（
杉
並
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
）、

東
京
の
大
気
汚
染
の
現
状
や
今
後
の

問
題
な
ど
（
大
気
汚
染
測
定
運
動
東

京
連
絡
会
会
長
・
藤
田
敏
夫
）
▽
杉

定

費

申

問時

（土）

場

対

定

費

申

問

時

（水）

場

内

師

並
区
大
気
汚
染
状
況
の
報
告
＝　

年
１７

度
の
大
気
汚
染
常
時
測
定
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
調
査
、
そ
の
他
の
調
査
結

果
の
報
告
（
区
） 

三
〇
名
（
先
着

順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

環
境
課
公
害
対
策
係

●
防
災
講
演
会 

自
身
で
、
地
震
に
、
自
信
を
�

―
地
震
は
防
げ
ぬ
が
、
被
害
は
減

ら
せ
る 

　
 

５
月　

日 

午
後
２
時　

分
〜

１２

３０

４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

３０

１
―　

―　

） 

ヤ
ル
デ
ア
研
究
所

２２

３２

所
長
・
伊
東
義
高 

区
内
在
住
の
方

 

五
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

防
災
課 

１
歳

か
ら
の
託
児
と
手
話
通
訳
、
要
約
筆

記
が
あ
り
ま
す

ホ
ン
ト
の「
私
」を
伝
え
た
い

　

人
間
関
係
を
よ
り
豊
か
に
す
る
活

き
活
き
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

５
月　

日 

＝
ホ
ン
ト
の

２０

「
私
」
っ
て
？
ま
ず
は
自
分
を
知
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
だ
（
自
分
を
知

る
た
め
の
二
・
三
の
ア
イ
デ
ア
）
▽

　

日 

＝
話
し
下
手
で
も
会
話
が
弾

２７む
理
由
（
会
話
は
開
我
、
恥
を
か
く

の
は
怖
く
な
い
）
▽
６
月
３
日 

＝

自
己
表
現
す
る
楽
し
さ
（
ス
ト
レ
ス

は
怒
り
が
原
因
、
喜
怒
哀
楽
を
味
わ

定

費

申

問
時

（金）

場

師
対

定

費

申

問

他

時

内

（土）

（土）

（土）

お
う
）
▽　

日 

＝
五
感
を
磨
い
て

１０

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
話
そ
う
（
話
し
方

が
変
わ
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
変
わ
る
、
社
会
が
変
わ
る
！
）
／

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時 

男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

詩
人
・
八
坂

裕
子 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

女
性
（
区
外
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
） 

三
〇
名 

無
料 

ハ
ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス（
９
面
記
入
例
参
照
）

で
、
５
月　

日
ま
で
に
男
女
平
等
推

１０

進
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
３
�

５６

３
３
９
３
‐
４
７
１
４
）
へ 

同
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０ 

託
児
あ
り
（
１
歳
〜
未
就
学
児
、
五

名
）。ご
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の
氏

名
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

測
っ
て
予
防 

参
加
型
糖
尿
病
予
防
教
室

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
、
自
分
で

簡
単
に
血
糖
値
を
測
り
、
生
活
習
慣

の
改
善
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

６
月
〜　

月
＝
荻
窪
保
健

１１

セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
）
▽

２０

７
月
〜　

月
＝
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ

１２

ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）
▽
９

２０

月
〜　

年
２
月
＝
高
円
寺
保
健
セ
ン

１９

タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　

―　

） 

２４

１５

六
カ
月
間
、
毎
日
血
糖
値
を
測
定
・

記
録
し
、
月
二
回
の
教
室
に
参
加 

区
内
在
住
の
原
則　

歳
未
満
で
血
糖

６５

値
が
高
め
な
方 

各
一
五
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
実
施
す
る
保
健
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
�
３
３
９
１
‐
０
０

１
５
、
高
井
戸
�
３
３
３
４
‐
４
３

０
４
、
高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
）
へ

◇
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
 

・ 

６
月　

日 

午
前　

時
〜

１２

１０

正
午
＝
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
▽　

日
２８

�
午
後
２
時
〜
４
時
＝
高
井
戸
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
８
月
開
催
予
定
＝
高
円

寺
保
健
セ
ン
タ
ー 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

各
保
健
セ
ン
タ
ー

（土）

場

師

対定

費

申

問

他

時

場

内対

定

費

申

問
時

場

（月）
申

問

１９年から成人の日（祝）に杉並公会堂で開催

成人祝賀のつどい

　１９年の「成人祝賀のつどい」は、１月８日
（祝）に杉並公会堂（上荻１‐２３‐１５）で開催し
ます。午前・午後の２回行う予定です。対象
は昭和６１年４月２日～６２年４月１日生まれの
区内在住の方です。詳細は、決定次第お知ら
せします。

 児童青少年課青少年係�３３９３‐４７６０問

〈リサイクルひろば高井戸　５月の講習会〉
応募方法定員費用日時講習会名

当日、直
接会場へ１０名―５日（祝）午前１０時

３０分～正午

廃油（てんぷら油）
から石けん作り体
験コーナー

電話で、
先着順

各回
６名

１枚
２０円

７日（日）①午後１
時～２時
②２時３０分～３
時３０分

牛乳パックからの
手すきハガキ作り
体験コーナー

各日
１０名６００円

１日（月）・１５日（月）
午後１時３０分～
３時３０分

和服のリフォーム

各回
１０名無料

１３日（土）①午後１
時～２時
②２時３０分～３
時３０分　

包丁とぎを習おう

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３
‐７‐４�３３３１‐４３６０水・木曜日休館）へ。募集人数に満たな
い場合は中止する場合があります。生ごみたい肥相談は、電話
で随時受け付けています（回答には数日かかる場合もありま
す）。
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東
京
高
裁
に
控
訴
し
ま
し
た

　

区
は
、
国
と
都
を
被
告
と
し
て
提

訴
し
た
「
住
基
ネ
ッ
ト
受
信
義
務
確

認
等
請
求
事
件
」
が
東
京
地
裁
で
敗

訴
し
た
こ
と
を
受
け
、
判
決
を
不
服

と
し
て
４
月
６
日
、
東
京
高
等
裁
判

所
に
控
訴
し
ま
し
た
。

　

東
京
地
裁
の
判
決
は
、
区
の
提
起

し
た
問
題
や
疑
問
に
正
面
か
ら
答
え

よ
う
と
せ
ず
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
の
条
文
を
偏
重
し
、
国
、
都
の

主
張
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
た
不
当

な
も
の
だ
と
、区
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
こ
の
判
決
を
確
定
さ
せ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
区
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
、
と
い
う
点
か
ら
も
、

健
全
な
Ｉ
Ｔ
社
会
を
築
く
と
い
う
点

か
ら
も
、
ま
た
、
地
方
自
治
の
今
後

の
発
展
と
い
う
点
か
ら
も
、
大
き
な

禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
早
く

住
基
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
、
そ
の
便

利
さ
を
活
用
し
た
い
、
と
い
う
人
も

含
め
て
、
色
々
な
ご
意
見
が
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
訴
訟
の
持
つ
社
会

的
な
意
義
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
区

が
控
訴
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

訴
え
は「
段
階
的
な
参
加
」を

認
め
る
こ
と

　

こ
の
裁
判
を
通
じ
て
区
が
求
め
て

い
る
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

第
一
は
、住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加
・

不
参
加
を
、
当
面
、
区
民
の
希
望
を

尊
重
で
き
る
形
で
認
め
て
ほ
し
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
幸
い
、
国
や
神

奈
川
県
も
認
め
て
行
わ
れ
て
い
る
横

浜
市
の
段
階
的
参
加
方
式
が
あ
る
こ

と
で
も
あ
り
、
こ
の
横
浜
市
の
例
に

な
ら
っ
て
、
ま
ず
は
「
住
基
ネ
ッ
ト

に
自
分
の
情
報
を
送
信
し
な
い
で
ほ

し
い
」
と
い
う
人
の
情
報
を
除
い
て

第
一
次
的
な
送
信
を
し
、
多
く
の
区

民
が
住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
う
る
よ

う
に
す
る
。
そ
し
て
次
の
段
階
と
し

て
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
安
全
性
が
総
合

的
に
確
認
で
き
た
時
点
で
、
残
る
全

員
の
情
報
を
送
信
す
る
。
こ
う
し
た

二
段
階
で
の
参
加
の
仕
方
を
認
め
、

第
一
段
階
で
の
情
報
の
送
信
を
、
東

京
都
が
受
け
取
る
義
務
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
、
裁
判
を
通
じ
て
確
認

し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
こ
う
し
た
区
の
当
然
の

要
求
を
都
や
国
が
拒
み
、
そ
の
結
果

と
し
て
区
に
損
害
を
与
え
た
、
そ
の

損
害
を 
補  
填 
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う

ほ 
て
ん

こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
損
害
の
補

填
を
求
め
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
不
当
な
損
害
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
段
階
的
な
参

加
を
認
め
て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い

が
基
本
に
あ
り
ま
す
。

区
と
国
・
都
と
の
争
い
は 

裁
判
外
？

　

訴
え
に
対
す
る
東
京
地
裁
の
判
決

に
は
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
は
、
行
政
機
関
の
権
限
の
争

い
は
、
裁
判
の
対
象
に
な
ら
な
い
、

と
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
結
果
、
東

京
都
の
受
信
義
務
の
確
認
を
求
め
る

第
一
の
請
求
に
つ
い
て
は
却
下
、
と

い
う
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
判
断
は
結
局
、
基

礎
的
自
治
体
が
ど
ん
な
に
不
当
な
取

り
扱
い
を
国
や
都
道
府
県
か
ら
受
け

た
と
し
て
も
、
泣
き
寝
入
り
す
る
他

な
い
よ
、
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
、
分
権
と
自
治
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
到
底
容
認

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
、
地
方
自
治
法
に
は
、
行

政
機
関
相
互
に
争
い
が
あ
る
場
合
の

紛
争
調
整
の
仕
組
み
が
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
機
能
す
る

に
は
、
都
道
府
県
知
事
が
「
是
正
の

要
求
」
と
い
う
も
の
を
行
う
こ
と
が

前
提
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

区
を
不
当
に
非
難
す
る
だ
け
で
、
地

方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
是
正
の
要

求
す
ら
行
お
う
と
し
な
い
姿
勢
を
東

京
都
が
取
り
続
け
る
限
り
、
区
と
し

て
取
り
う
る
解
決
手
段
は
な
い
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

行
政
の
効
率
化
は 

す
べ
て
に
優
先
す
る
？

　

判
決
の
ポ
イ
ン
ト
の
二
つ
目
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

行
政
効
率
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
全
員
の
情
報
が
送
信
さ
れ
な

け
れ
ば
行
政
効
率
化
が
実
現
で
き
な

い
の
だ
か
ら
、
全
員
の
情
報
を
直
ち

に
送
信
し
な
い
限
り
違
法
、
と
し
た

こ
と
で
す
。
違
法
な
の
は
国
や
東
京

都
で
は
な
く
、
区
な
の
だ
か
ら
、
損

害
賠
償
請
求
な
ど
認
め
る
余
地
は
な

い
、
と
い
う
わ
け
で
、
二
つ
目
の
請

求
に
つ
い
て
は
棄
却
、
と
し
て
い
ま

す
。

　

確
か
に
、
住
基
法
は
全
員
の
情
報

の
送
信
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
、
別
の
条
文
で
は
、
基
礎
的

自
治
体
の
長
に
、
住
民
の
情
報
を
適

切
に
管
理
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
も
い
ま
す
。
も
と
も

と
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
は
、
自
治

体
固
有
の
自
治
事
務
で
あ
り
、
だ
か

ら
こ
そ
、
住
基
ネ
ッ
ト
も
、
自
治
体

が
共
同
し
て
設
置
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
、と
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
事
務
を
、
一
部
と
は
い
え

安
全
性
に
不
安
を
感
じ
、
今
し
ば
ら

く
自
分
の
情
報
の
送
信
を
見
送
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
区
民
が
い
る
中
で
、

住
基
法
を
総
合
的
に
解
釈
し
て
妥
当

な
解
決
を
図
ろ
う
と
努
め
る
こ
と
は

当
然
で
す
。
そ
う
し
た
自
治
体
の
努

力
を
ま
っ
た
く
認
め
ず
、
法
体
系
全

体
の
合
目
的
的
な
解
決
を
目
指
す
よ

り
も
、
行
政
の
効
率
化
を
金
科
玉
条

と
し
て
判
断
し
た
判
決
が
不
当
な
の

は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

秘
匿
さ
れ
る
必
要
性
は 

高
く
な
い
？

　

判
決
の
ポ
イ
ン
ト
の
三
つ
目
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
る
個
人
情
報

を
「
完
全
に
秘
匿
さ
れ
る
必
要
性
が

高
い
と
ま
で
は
い
う
こ
と
が
で
き
な

い
」
な
ど
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

軽
視
と
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の
無
理
解
を
露

呈
し
て
い
る
点
で
す
。

　

確
か
に
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
載
せ
て

活
用
さ
れ
る
情
報
は
、
従
来
か
ら
原

則
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
た
も
の
が

中
心
で
す
。
し
か
し
、
住
民
票
コ
ー

ド
と
い
う
番
号
が
全
国
民
に
附
番
さ

れ
、
そ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
の
色

々
な
情
報
が
、
ほ
と
ん
ど
瞬
時
に
名

寄
せ
さ
れ
、
赤
裸
々
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
今
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

ま
で
そ
れ
が
守
ら
れ
る
か
と
い
っ
た

不
安
は
根
強
く
、
ま
た
、
情
報
が
不

当
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
従
来
の
紙
に
よ
る
情
報
の
流
出

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
問
題
が
生
じ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
判
決
は
、

こ
う
し
た
Ｉ
Ｔ
社
会
の
持
つ
特
性
に

対
す
る
認
識
が
欠
け
て
い
る
の
で

す
。

健
全
な
Ｉ
Ｔ
社
会
に
向
け
た 

国
民
的
合
意
の
形
成
を
�

　

Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
社
会
の
進
歩
・

発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｉ
Ｔ
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
し

た
国
民
的
合
意
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

ル
ー
ル
化
が
必
要
で
す
。
現
在
の
住

基
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
安
全
性
に
対

す
る
様
々
な
不
安
が
指
摘
さ
れ
、
情

報
送
信
を
希
望
し
な
い
多
く
の
住
民

が
存
在
す
る
中
で
、
一
方
的
、
強
権

的
に
全
員
一
律
の
参
加
を
強
制
し
て

い
く
こ
と
は
、
健
全
な
Ｉ
Ｔ
社
会
の

形
成
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
で
当
面
求
め
ら
れ
る

の
は
、
Ｉ
Ｔ
の
便
利
さ
と
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
の
危
険
性
と
を
勘
案
し

て
、Ｉ
Ｔ
へ
の
関
わ
り
方
の
基
本
を
、

一
人
ひ
と
り
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
住
基
法

は
本
来
的
な
意
味
で
の
こ
う
し
た
選

択
制
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
長
期
的
に
は
、
住
基
法
を
改

正
し
て
選
択
制
を
法
定
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
当
面
は
、
現
在
の
法
律
の
枠
内

で
、
最
大
限
の
工
夫
を
し
て
い
く
ほ

か
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
の
訴
訟
は
、

こ
う
し
た
社
会
に
対
す
る
問
題
提
起

と
い
う
意
味
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
社
会
を
健
全
な
も
の
と
し
て
育

て
て
い
く
た
め
に
も
重
要
な
も
の
で

す
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
健
全
な
Ｉ
Ｔ
社
会
を
築
く
た
め
に
▲

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
民
課
調
整
担
当
へ
。

◆５月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

１１・１９日
午前９時～１０時３０分

９・１６日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１５・１９日午前９時３０分
～１０時３０分

２４日
午前９時～１０時

２５日午前９時３０分～
１０時１５分

１２日
午後１時１５分～３時

１１日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

９・１６・２３・３０日１２・１９・２６・３１日１０・１７・２４・３１日１０・１７・２４・３１日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１７日は午後１時～、２４日は午後１時１５分～、３１日は午前９時３０分、高井戸保健

センターの１７日は午後１時～、３１日は午前９時３０分、高円寺保健センターの１９日は午後１時～、３１日は午前９時３０分）
２３日（事前申込制）２６日（事前申込制）２４日（事前申込制）２４日（電話予約制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時

１８日
午後１時３０分～３時

９日
午前１０時３０分～正午

２６日
午後１時３０分～３時３０分

１１日
午前１０時３０分～正午

２４日（電話予約制）
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

８日
午後１時１５分～２時３０分

１５・１６日
午前９時～１０時３０分

１０日
午後１時１５分～２時３０分

１１・２４日
午前９時～１０時３０分

１１・１８日
午後１時１５分～２時３０分

２３・３０日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午後１時１５分～２時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

１８・２５日
午後１時１５分～２時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１３日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１８日午後１時３０分～２５日午後１時３０分～１９日午後１時３０分～１６日午前９時３０分～１７日午後１時３０分～ものわすれ相談（無料）
…電話予約

１１日午後１時３０分～２３日午前９時３０分～１２・２５日
午後１時３０分～

１１日午後１時３０分～
２５日午前９時３０分～

１１・２５日
午後１時３０分～心の健康相談（無料）

…電話予約
うつ・ひきこもり・精神疾患・思春期問題・依存症

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。
　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは当月の１日（土曜・日曜・祝日の場合は最初の平日）からです。（先着３０名）
　　３．荻窪保健センターの母親学級は電話予約制で、定員２５名・先着順です。

人口と世帯

住民登録

人口
５１万７８１１人（１２２８増）
　男
２５万０１９９人（ ４７４増）
　女
２６万７６１２人（ ７５４増）
世帯
２８万２２４３（１５４３増）

外国人登録

人口
１万０６０６人（２０減）
男
５２３１人（２２減）
女
５３７５人（ ２増）
世帯
８６３９（１３増）

１８年４月１日現在
（　）は前月比

総人口
５２万８４１７人（１２０８増）


